
（別紙）    「新防災教育副読本を活用した指導事例」様式（提出用） 

 学校名 ［南光台東小学校 ］        氏名 ［ 斎藤 栄子 ］   

  ［ 099 ］学校 ［４・5・６］ 年版  単元名  ［ 東日本大震災発生 ］ Ｐ４～７ 

                教科・領域名  ［ 学級活動 ］ ［ 時間６０分 ］ 

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

ねらい 

・ 東日本大震災時の様子を知る。 

・ これから自分たちの生活にどんなことが大切か

を考える。 

・ 学級で取り組めることを考え，実行してする気

持ちを育てる。 

 

１ 東日本大震災のとき，どんなことがあったかな。 

・ 地震，避難所などの様子の DVDを見せる。 

・ 防災副読本の写真を見せて，南光台東地区の様

子や仙台市全体の様子を教える。 

3 月 11 日のことでどんなことを覚えていますか？ 

・ 幼稚園のお別れ会だった。 

・ 靴箱の靴がみんな外に落ちていた。 

・ お母さんが迎えに来てくれて安心した。 

２ 写真を見て感じたこと 

・ 同じ仙台でも被害の大きさに違いがある。 

・ 体育館で一緒に勉強するのは大変そう。 

・ みんな助け合いながら頑張っているんだ。 

・ 地震を経験していないから気持ちは分からない

かけど，かわいそうだ。 

３ 「復興プロジェクト」について考えよう 

・ 鶴を折ること。 

・ 「希望のみち」を歌うこと。 

 

４ 4 年 2 組の復興プロジェクトを考えよう。 

・ 学級目標を生かす 

「えがお！前にすすめ！こころひとつに４の２」

から，「えがお，前にすすめプロジェクト」と名

付け，活動していくことを決めた。 

○ 学級新聞作り 

○ 給食全部食べよう。 

○ 花を植える。 

○ 復興に関する文字を書き，教室にはる。 

 

「復興プロジェクト」という言葉が 4 年生の児

童には身近でない。言葉として聞いていても実

際にどんなことをするのか，しているのか明確

ではない。学級の中での「復興プロジェクト」

を考えさせ，みんなで実行することが大切なこ

とを教えたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持ち回りで書くことになった学級新聞。 

学級の取組やみんなで頑張ることなどお

知らせします。 

学級のプロジェクトの取組や感想や家の

人の声などをのせる。 



（別紙）    「新防災教育副読本を活用した指導事例」様式（提出用） 

 

○ 絵や手紙を書いて励ます。 

○ 近所の人と仲良くする。 

○ 学級のみんなで協力して生活する。 

○ 自分たちで身を守る勉強をする。 

○ みんなの中に「希望」を持つ活動をする。 

 

５ まとめ 

・ これからどんな災害に遭うか分からない。どん

な力を付けて備えることが大切なのだろう。 

○ 自分で身を守る方法。 

○ 自分自身のことをしっかりできるようになる 

力。 

○ 他の人も考えられる。 

○ 助け合える。 

○ みんなと自分 

 

学級目標「笑顔､前に進め、心ひとつに」と一緒

に小さな復興活動ができれば良いと思っている。日

常生活で大切なことが，いざというときに役立つこ

とを児童に伝えたい。 

まとめ  

・ 「復興プロジェクト」をしっかり意識させ

ることが大切だと感じた。どんな考えでどん

な活動をしているのか。自分たちができる活

動は何かなど，高学年の準備をしている 4 年

生に，「自分たちの考え」を大切にさせ，行

動できる児童を育てたい。 

 

・ 震災について知っていることを伝えよう。

4年生の児童は東日本大震災のときは幼稚園

の年長。記憶が様々である。そこで,無理の

ない範囲で静かに思い出し，あの日起こった

出来事を知らせることが大切である。配慮を

忘れずに行う。 

 

・ 広く物事を考えさせることも大切である

が，小さな社会でできることに取り組ませる

ことが重要である。 

 

・ 今日のプロジェクトというコーナーがで

きて各係などが「みんなで昼休みに外でドッ

チボールします」などと呼びかけて活動して

いる。普段の係活動と行っていることは変わ

りない。しかし，地震を忘れないとか防災に

ついて学ぶとか少し考えを入れるだけで，い

つでも防災についての意識ができる。 

 

・ 震災で家族と離れ離れになったおばあさ

んに葉書や絵を送って応援するプロジェク

トも予定されている。 

 



（別紙）    「新防災教育副読本を活用した指導事例」様式（提出用） 

 学校名 ［ 柳生小学校 ］         氏名 ［ 中 島  崇 史 ］   

  ［ 小 ］学校 ［４・５・６］ 年版   単元名［希望の詩～「ない」～］ Ｐ １０～１１   

                  教科・領域名   ［ 道徳 ］   ［ 時間 ４５分 ］ 

主な学習活動 （・実際の児童の反応） 指導の実際 

１ 合唱「希望の詩 ～ない～」を聴き，感じたこと

をワークシートに書く。 

 

・ 暗い，悲しい感じがする。 

・ 後半は明るい感じがする。 

・ 震災に関わりがあるのかな。 

２ 資料「①段ボールに書かれた詩」を読む。（写真） 

３ 詩の感想を発表する。 

４ 詩を書いた時の夏希さんの思いを考え，ワークシ

ートに書く。 

 

 

 

・ 昔の姿がもう戻らない悲しさ。 

・ 前と同じ景色には戻らないが，希望を持っていこう。 

・ 被害にあった人たちを励ましたい。 

５ 資料「②りんごかわいや音楽会～希望の詩（うた）

発表会～」を読む。 

 

 

 

 

・ 「必ずいいものが帰ってくるだろう」に励まされた。 

・ 震災でなくしたものをまた取り戻したいという

願いが人々の心を動かした。 

６ 教師の話を聞く。 

７ この時間の感想を書く。 

 

○ 授業を考える上で，どうしてもこの題材に

関わった方と話をしたいと思い，実際に「り

んごラジオ」に行ってみた。その際，このラ

ジオ局の局長からこの詩についての詳しい

お話を聞くことができた。また，局長が「授

業で使うなら。」ということで，この詩に曲

を付けた合唱のＣＤをくださったので，授業

の冒頭で活用させていただくことにした。 

○ 学習形態は一斉で行った。合唱→詩→副読

本の流れで進めることで，前半は夏希さんや

山元町の方々の悲しさ，空しさを，後半は「希

望を持って」や「前向きに生きよう」といっ

た気持ちを感じさせるように考えた。 

○ 「教師の話」では，この詩に曲がつけられ

るまでについてや，りんごラジオがどうして

始まったのか，震災当時山元町の方々はどの

ような状況で，どのような気持ちだったの

か，ということについて話した。 

○ 授業のまとめにはこの時間の感想を書か

せた。その際，「りんごラジオの局長にも伝

える。」と話し，意欲的に感じたことを書け

るように声がけした。児童が書いた内容の一

部は以下の通りである。 

 

 

夏希さんは，震災後の町の様子を見た直後に，支援

物資の入っていた段ボールに詩を書きました。このと

き，夏希さんはどんな思いで詩を書いたのでしょう。 

この曲を聴いて，どんなことを感じましたか。 

この詩は，読んだ人が他の人に伝え，またラジオや

テレビで放送されるなど広く紹介されています。この

詩のどんなところが読んだ人の心を動かすのでしょ

う。 

あなたたちがこの道徳の授業で感じたことを書きま

しょう。そして，その感想は，みなさんに「希望の

詩 ～ない～」を教えてくださった，りんごラジオ

の高橋厚さんに必ず伝えます。思いを込めて書きま

しょう。 

・ 私も自分の力でみんなを元気にできる

ようになりたい。 

・ 震災を知らない人たちにもこの詩のこ

とを知ってほしいと思った。 

・ この詩のことを知って，この詩を聴い

て，今目の前にいる人をもっと大切にし

ようと思った。 

・ この詩を聴いて，山元町の自然を見に

行きたいと思った。 



道徳ワークシート（  月  日  校時） 

 

  年   組   番 名前              

 

１ 合唱を聴いて，感じたことを書こう。 

 

２ 支援物資の入っていた段ボールに詩を書いたとき，夏希さんはどんな思いで詩を書いたのでしょう。 

 

 

 

３ この詩は，ラジオやテレビで広く紹介されています。どんなところが読んだ人の心を動かすのでしょう。 

 

 

４ 今日の道徳の学習で感じたこと・考えたことを書きましょう。（いくつ書いてもいいです。） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙）    「新防災教育副読本を活用した指導事例」様式（提出用） 

 学校名 ［ 通町 小学校 ］        氏名 ［ 教諭 佐竹 直人 ］   

  ［小］学校 ［４・５・６］ 年版  単元名  ［一番大切なことは］ Ｐ１８～１９                   

教科・領域名  ［道徳］ ［ 時間 ４５ 分 ］ 

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

【ねらい】 

  震災当時の様子や状況を振り返りながら，家族が

いる当たり前の環境に感謝する気持ちを持ち，家族

のためにできることを考える。 

１ 震災当時の写真を提示し，当時の様子を振り返

る。 

２ 資料（ｐ18～19）を読む。 

  

 

・ 家族がいること。 

・ 友達がいること。 

 

 

 

・ 大丈夫かなぁ。 

・ 早く来てほしいなぁ。 

 

 

 

・ お母さんに早く暖まってほしい。 

 

３ 自分が家族のためにできることは何かを考える。 

・ 普段言えないありがとうの言葉をたくさん言う

ようにしたい。 

・ お手伝いをする日もあればしない日もあるの

で，毎日できるように心がけていきたい。 

 

４ 教師の説話を聞く。 

 

 

 

 

 

（授業参観で実施） 

○ 津波や火災の写真，友達同士の再会場面の

写真などを取り上げ，当時の状況を確認す

る。 

○ 死亡者，行方不明者の人数を確認し，被害

の大きさを改めて感じさせる。 

○ 指導の手引きにあるワークシートを活用

し，進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書く時間，話し合う時間を設けた。話し合い

は，ペアで行った。 

 

○ 考えに迷う児童には，家庭のお手伝いな

ど，身近な所から考えるように助言した。 

○ ペアでの話し合いの後，全体で話し合い，

考えを共有していった。 

 

 

 

 

 

 

○ 震災により家と家族を津波で失った友人の話

をした。感謝の気持ちを普段から伝えておけばよか

ったという後悔が残ったという話には，児童は真剣

に耳を傾け聞いていた。 

 

あなたにとって，一番大切なことは何ですか。 

私は，夜になってもお母さんが帰ってこなかっ

た時，どんなことを考えていたでしょう。 

私はどんな気持ちでお母さんにお湯を準備

してあげたのでしょう。 

【授業を振り返って】 

事前に「震災を振り返ることについ

て」のアンケートを学校全体で行った。

心的配慮を要する児童がいないことを

確認し，授業を展開した。感謝の気持ち

を伝える手紙など，形に残るものでまと

めをすると親にも伝わる内容になった

と思う。 

 

 

 

 



平成２５年６月２７日（木）に田原主任指導主事が岡田小学校で行った授業 

 学校名 ［ 岡田小学校 ］        氏名 ［ 教育指導課 田原 和裕 主任指導主事 ］   

  ［ 小 ］学校 ［４・５・６ ］ 年版 単元名［地震のメカニズムを知ろう］ Ｐ２０～２１  

                   教科・領域名  ［理科］  ［ 時間 ４５分 ］ 

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

【ねらい】 

・東北地方太平洋沖地震と兵庫県南部地震のメカニズ

ムの違いを知り，どちらも恐ろしいことを知る。 

・仙台にも活断層があることを知り，それに対して備

えが必要であることを知る。 

 １ 仙台と神戸の場所を地図で確かめる。 

 ２ 範読を聞く。 

   Ｐ２１ ①地震の多い国「日本」 

   Ｐ２１ ②地震が起きるわけ 

  

 

 

 

 

 

 

   （震度については省略）  

 ３ マグニチュードの意味を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 神戸の地震と宮城内陸地震の様子を資料から

知る。 

 

【準備物】・パワーポイント・パソコン 

・大型テレビ・副読本・日本地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童に伝えたこと】 

平成２３年に起きた東北地方太平洋沖地震， 

東日本大震災は，プレート境界型の地震で，

長い揺れがあり，最大震度７，マグニチュー

ド９．０だった。 

 

【児童に伝えたこと】 

マグニチュードとは，地震の規模（エネルギー

の大きさ）を表す単位のこと。マグニチュード

が１増えると，エネルギーが約３２倍になる。

マグニチュードが２増えると，エネルギーは約

１０００倍になる。 

【児童に伝えたこと】 

◆神戸の地震 

平成７年兵庫県南部地震／阪神・淡路大震災／

揺れたのは十数秒／最大震度７／マグニチュ

ード７．３／内陸断層型地震／建物の下敷きに

なって，火事で多くの方々が亡くなった。 

◆宮城内陸地震 

平成２０年６月／死亡・不明 23名／栗駒山周

辺の山がくずれた／長町・利府断層等が動く内

陸断層型地震に備えることも大切 

・家の中のものが落ちたり倒れたりしないよう

に。 

・物が落ちてきたり，倒れてきたりするところ

に寝ない。 

【児童の感想から】 

ぼくたちが体験した東日本大震災は，

プレートとプレートの間で起きた地震

だそうです。でも，阪神淡路大震災は，

断層がずれて起きたそうです。断層で起

きる地震は，あまり知らなかったし，急

に大きな揺れがおそってくるので，（こ

わいなあ）と思いました。震災当時の写

真と今の神戸の写真を見せてもらいま

した。震災当時は，港の大型クレーンが

倒れていたり，市役所の５階がつぶれて

いたり，ビルが倒れていたりと，とても

ひどい被害でした。でも今は，震災が起

きたとは思えないくらい建物が建って

いました。また，夜は港まで明るくて，

にぎやかな町でした。今回，この授業を

受けて，神戸はとてもきれいで明るい町

に復興したことが分かったので，（宮城

も神戸ぐらい復興してほしいなあ）と思

いました。 

 



 

学校名［ 古城小学校 ］         氏名［ 市 川  孝 仁 ］ 

［ 小 ］学校［ ４・５・６ ］年版  単元名［ 地震のメカニズムを知ろう ］Ｐ．20～21 

教科・領域名  ［ 理科 ］ ［ 時間 ４５分 ］ 

【ねらい】地震の発生するメカニズム（プレート間地震と内陸断層型地震）について知り，日本付近 

に存在するプレートや身近な地域の活断層を確認して，地震への備えを考える。 

主な学習活動 ・実際に行った活動 指導の実際 ・児童の反応 

１ なぜ地震が起こるのか，自分の知っているこ 

とや予想を書く。 

・ワークシートに知っていることや予想を書く。 

 

２ 地球上で地震が発生している場所と震度を確 

認し，地震が起こりやすい場所を調べる。 

・映像資料を見て，①プレート境界線に地震が多い 

こと，②毎日，世界中で地震が起こっていることを 

調べる。（参考 2011年の地震発生回数 M4.5以上 

9527回，M6.0以上 205回） 

 

 

３ プレートテクトニクスについて，映像資料を 

見て知る。 

・映像資料を見て，プレートの動きと地震の発生につ 

いて知る。 

 

４ 日本付近に存在するプレートについての地図 

を着色し，我が国の国土がプレートの境界付近 

にあることや，地震が多い国であることを実感 

する。 

・ワークシートのプレート地図を着色し，気づいたこと 

や分かったことを書く。 

 

５ プレート間地震だけでなく，断層のずれによ 

る地震もあることを知り，身近な地域の活断層 

を調べる。 

・断層のずれによる地震もあることを知り，ワークシ 

ートで自分たちが生活している地域に長町・利府断 

層があることを確認する。 

 

６ 地震をなくすことはできないが，被害を少な 

くするための備えはできることを知り，今の自 

分にできる地震への備えを考える。 

・教師の話を聞き，自分にできる地震への備えを考 

えてワークシートに記入し，ペアで伝え合う。 

 

＜ワークシート①＞ 

・プレート同士がぶつかり合い，一つのプレートが下

に入って限界になったとき，はねかえるから。 

・世界中にプレートがあって，常に動いているから。 

＜映像資料＞ 

「世界の地震 分布図 World earthquakes map」 

www.youtube.com/watch?v=oQ-fq2xNXdU 

※8 分 36 秒の動画だが，初めの 3 分間だけ視聴

する。映像資料は，2010 年 1 月からの地震（M4.5

以上）の記録だが，2011 年 3 月まで進まないよ

う配慮する。 

 

＜映像資料＞ 

「じおじぃ･もじおの地球はワンダフル」 

https://www.youtube.com/watch?feature= 

player_embedded&v=8fOnN2UsJLc 

 

＜ワークシート②＞ 

・日本には，たくさんプレートがあることが分かった。 

・日本は 4 つのプレートの上にあるから，いろいろな

ところで地震が起こる。だから，日本は地震が多い

国だと言われているんだと思う。 

・北アメリカプレート，フィリピン海プレート，ユーラシ

アプレートを合わせると日本が入る。プレートの境が

東京の近くにある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※児童の意見は別紙参照のこと 

＜教師の話＞ 

この地球上から地震をなくすことはできません。しか

し，地震の被害を少しでも小さくするために，私たち人間

に準備できることはたくさんあります。地震に関する研究

や緊急地震速報の活用など，世界中の人々が協力し

て，様々な研究・開発が行われているのも，その一つで

す。では，みなさん小学生に，できることはないのでしょ

うか。いや，たくさんあります。地震に備えることは，子供

も大人も，みんなにとって大切なことなんです。 

さあ，みなさんも，自分にできる「地震への備え」を考

えてみましょう。そして，今日ここに書いたことをおうちの

人と話してみたり，実際に準備したりしましょう。 

 



「新防災教育副読本を活用した指導事例」

学校名［ 作並小学校 ］ 指導者 ［ 庄司 祐太 ］

［ 小 ］学校［４・５・６］年版 単元名「災害時の情報手段」Ｐ２６～２７

教科・領域名［ 社会 ］ ［ 時間４５分 ］

主な学習活動 指導の実際

１ 災害時の情報手段について，東日本

大震災の状況をふり返る。 ・

① 新防災副読本「災害時の情報手段」

の前文と①「東日本大震災の発生直

後に人々が求めた情報」を音読する。

・ 停電になる。

・ 携帯電話が使えない。

・ メールもできない。

② 情報ネットワークシステムの限界

を理解する。 ・ 防災副読本の「東日本大震災の発生直

後に人々が求めた情報」の理解とともに，

発問１ 課題を捉えやすくするために，情報が全

家族がいない時，自分が避難場所に て途絶えた状況についての実例を知らせ

無事避難していることをどうやって伝 たことから，大災害の時は，あらゆる情

えれば良いでしょう。 報が使えなくなったことを理解させるこ

○ メモをおく。 とができた。

○ 周りの人に伝えてもらう。

○ 避難場所に張り紙を貼る。 ［児童の反応］

○ 家に手紙を残す。

発問２ ○ 居場所を紙に書いておく。

気付かれなかったらどうしますか。 ○ 知り合いの人に伝えてもらう。

○ そのまま待っている。 ○ 家族がいそうな場所を探す。

○ 知っている人に聞く。 ○ 大人の人に家族を見ていないか聞く。

○ 家に行ってみる。 ○ 近所の人に家に送ってもらう。

○ 他の家の家族に伝言を伝えてもらう。

２ 震災時の必要な情報の入手方法につ

いて知る。

① 新防災副読本「避難生活と情報の

入手」と「災害用伝言ダイヤル（ 171）

を音読する。

・ ラジオの重要性

・ 災害用伝言ダイヤルを使うこと。

［板書の様子］



３ 震災時の情報伝達方法について考え，

話し合う。

発問３ ・ 防災副読本の内容から，ラジオが重要

大きな災害が起きたとき，正しく情 であることや災害用伝言ダイヤルの効果

報を伝えるために大切なことは何です を理解させることができた。

か。

① 自分の考えを学習シートに書く。

② ペアで話し合う。

③ 全員で意見を出し，話し合う。

○ ラジオを身近なところに置く。 ［自分の考えを書く］

○ 災害時伝言ダイヤルの使い方を

確かめておく。

○ 避難する場所や連絡の仕方につ

いての家族と話し合っておく。

○ 近所や地域の人と連絡方法につ

いて話し合っておく。

［ペアで話し合う］

４ 本時の感想を書く。

［全体で話し合う］

［児童の感想］

・ ラジオを身近に置く。

・ 災害用伝言ダイヤルを使う。

・ 人からの情報が大切なので，ついも

助け合うようにしたい。

・ もしも，災害が起きたとき，どうし

たら家族の無事を知ることができるか

学んだ。

［防災学習シート］



学校名［ 仙台市立桜丘小学校 ］        氏名［ 松下 武士 ］ 

［ 小 ］学校 ［４・５・６ ］年版  単元名［災害が起きたら］ P３０～３１ 

教科・領域名 ［ 学校行事 ］ ［ 時間 ４５分 ］ 

主な学習活動（実際に行った活動） 指導の実際 

1. 大きな災害が起こる前に何ができるか考えま

しょう。 

 

2. 防災とは何か，改めて確認しましょう。 

（発問）防災訓練は必要ですか？ 

• 災害を防ぐことは「命を守る訓練」 

• 津波想定の訓練の意味 

 

 

 

3. 中野小学校が受けた被害の様子を知る。 

• 震災前の蒲生干潟や中野小学区の地理的環

境について 

• 震災後の様子 

• いろいろな形で励ましてくれた人の紹介 

• 中野栄小学校との第 1回交流会の紹介 

 

4. 自分の身を守る方法を考える。 

• 大津波警報の意味 

• 確かな情報，避難，励まし合うこと 

 

5. 今，できる準備をする。 

• いろいろな通信手段を知る。 

• 災害用伝言ダイヤル１７１の使い方 

 

6. まとめ 

• 伝言ダイヤルなどの情報手段を使う時を想

定して，「いざというときに伝えること」を

あらかじめ考えておく。 

（児童の反応） 

・ 訓練の意味について改めて考えていた。 

・ 災害用伝言ダイヤル１７１の使い方を理解

し，体験利用できる日を確認していた。 

・ 「児童・生徒による被災地訪問活動支援」（仙

台市 PTA 協議会，10 月 23 日）の事前学習とし

て，地域防災訓練（9 月 21 日）の 1 校時に学年

で行った。 

 

 

 

 

 

・ 桜丘中学校との防災訓練に参加する心構えとし

て，児童の実態を考慮し，新防災副読本 P.31「津

波から避難の手引き（暫定版）」P.27「災害用伝

言ダイヤル（１７１）」を使用した。 

・ 中野小学校の被害などの写真を見せる。 

→津波の被害について児童に具体的に知らせる

効果があった。 

 

 

 

 

←何を伝えるか 

を書く児童 

 

（児童の感想） 

・ 私は震災の時，電話がつながらなくてとても大

変でした。これからは災害用ダイヤルを使ってい

きたいと思います。 

・ 私たちの地域は津波の被害がなかったので津波

のことをよく知ることができました。今日の避難

訓練は気を引き締めていきたいと思いました。 

・ 防災訓練をしていれば助かる可能性が上がるこ

とが分かった。 

 

仙台市の被災地を訪ねてみよう。 



 

学校名［仙台市立高森小学校］       氏名［吉田 啓介］ 

   ［小］学校 ［４・５・６］  年版  単元名 ［災害から身を守るために］ｐ３２～３３ 

                  教科・領域名  ［学級活動］ ［ 時間 ４５分］  

主な学習活動（実際に行った活動） 指導の実際 

【ねらい】 

・様々な場所を想定して，災害（地震）が起きた

ときに，自分の身をどのように守るのかを考え

る。 

 

１ 休み時間の避難訓練の振り返りをする。 

 

 

２ 教科書を見る。（副読本ｐ３２～３３） 

 

３ 地域・安全マップを見る。 

（家の周りでの危険・避難箇所の確認） 

 

４ 通学・帰宅中に地震が起きたときの行動の仕

方を考える。 

 

 

 

【場面で考える】 

・歩道で歩いているとき 

・横断歩道を渡っているとき 

・住宅の周囲を歩いているとき 

・公園付近にいるとき 

・避難所付近にいるとき 

・家の近くにいるとき 

・エレベーターの中にいるとき 

 

５ まとめをする。 

 ・「自助」について知り，学校で行われる避難訓

練で地震に対する意識していく。 

 

 

 

 

 

・チェックシートを活用して，休み時間の避難訓

練の行動を振り返る。項目ごとに，できたとこ

ろと反省するべきところを確認する。 

・仙台市の避難所の場所を確認する。 

 

・社会科で作成した地域・安全マップで高森学区

内の避難所の場所を確認する。 

 

 

 

 

 

・通学，帰宅中に地震が起きたら，どのような行

動をとるのかを考える。 

・それぞれ想定される場面を提示し，それぞれの

身の守り方を考えてみる。（校内時との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

もしも，通学・帰宅中に地震が起きたら，どの

ような行動をとりますか。 

・地震が起きた時に，自分で安全な場所を見

つけ，安全な行動を取ろう。 

 



避難
ひ な ん

訓練
くんれん

チェック表
ひょう

  

自分
じ ぶ ん

の避難
ひ な ん

訓練
くんれん

の様子をふりかえってみましょう 

【◎よくできた ○できた △もうすこし ×できなかった】 

NO ないよう じこひょうか 

９/６ ９/１３ 

１ 「おちてこない。」「うごいてこない。」 

「たおれてこない」場所
ば し ょ

にひなんできた。 

  

２ 放送
ほうそう

をしずかに聞
き

けた   

３ 放送
ほうそう

のせつめいが分
わ

かった。   

４ 頭
あたま

を手
て

や帽子
ぼ う し

，本
ほん

などで守
まも

れた。 

（→つくえの下
した

にもぐることができた。） 

  

５  おさないでひなんできた。   

６ はしらないでひなんできた。   

７ しゃべらないでひなんできた。   

８ ひなんの時
とき

､もどらなかった。   

９ ひなんの後
あと

，すばやく整列
せいれつ

できた。   

１０ 最後
さ い ご

までふざけずにできた。   

 

 

１０のやくそく。あなたは、すべてまもれたかな 



 

  じしんがおきたら！？ 

 
 

「おちてこない」「うごいてこない」「たおれてこない」 
 

もしも，

ろうかで 

＜ひなんのしかた＞ 

１  からだをひくく 

２  あたまをまもる 

３  時間があれば，近く

の教室のつくえの下へ 

４  せんせいをまつ 

５  ひなんする 
 



 学校名 ［ 長町南小学校 ］        氏名 ［ 大友 いほ子 ］   

 ［ 小 ］学校 ［ ４・５・６ ］年版  単元名［災害から身を守るために］ Ｐ３２～３３   

                   教科・領域名  ［ 学級活動 ］ ［ 時間 ４５分 ］ 

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

１ 絵の中の危険個所を挙げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自然災害について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ｢防災家族会議｣を開こう・危険なところ安全なと

ころチェックカードの記入の仕方について知る。 

・地区ごとの地図を持ってチェックする。 

・社会の学習で確認した「一時避難所」になっている

公園などを確かめる。 

・子どもだけで留守番をしているとき，どうすればよ

いかきちんと話し合っておく。 

 

・ワークシートの絵に印をし，ペアで話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   児童からの質問 

 

 

 

 

 

 

 

＊引渡訓練後，下校しながら保護者と一緒にチ

ェックをする。  

 

＊このチェックカードを使用して，９月に縦割

り防災集会を開きました。 

この絵の中にある，「危ないところ」を見つけ

よう。また，その理由も考えよう。 

①大雨の時に気を付けること。 

②雷が鳴った時に気を付けること 

③「竜巻かも」と思ったら。 

・道路で，ボール遊びをしない。車がきている

から危険。 

・暗い道や人通りの少ない道は危険。 

・物陰に悪い人がいそうだから気をつける。 

 

①②③急いで家に帰る。 

①②建物の中へ入る。雨宿りをする。 

②木の下にいない。建物の中に入る。 

③安全で丈夫な建物の中に入る。 

③風が吹いてくる方向へ逃げない。 

①キャンプに行っているときは？ 

 → 車で崖や川の近くから遠ざかる。 

②学校の中庭に高い木があるが雷は落

ちないか心配 → 窓から見える校

舎の屋上に避雷針があるから大丈夫。 

 いずれの場合も，頑丈な建物に入りましょう。 

３．１１の担任の体験談：学校の児童最優先のた

め，自分の家には帰れず，先生の子供は，前から

約束していた友達の家にお世話になった。 

 



縦割り防災集会活動 

 

新防災教育副読本  １・２・３・年版   単元名「ひなんのしかたを考えよう」 P30-31 

「ぼうさいマップを作ろう」 P28-29 

「ぼうさいリュックを用いしよう」 P36-37 

４・５・６・年版   「家族防災会議を開こう」 P36-37 

「災害が起きたら」 P30-31 

 主な活動内容 留意点 資料 

10:45 

 

10:48 

7 分 

 

＊メンバー確認 

 

１ 通学途中に地震が起きたら 

 どうすればよいかを知る。 

 

（１）ＤＶＤ視聴〈３分３８秒〉 

   （放送室より一斉に流す） 

 

（２）ポイントを確認する。 

   （担当の先生） 

 

 

 

  

 

 

ＤＶＤ 文部科学省 

『安全に通学しよう』 

～自分で身を守る，みん

なで守る～ 

 災害安全（防災） 

 地震のとき１～３年 

10:55 

15 分 

 

２ リーダーを中心に自分たち

の地区について話し合い，確

認する。 

 

（１）通学路で危ないところを

確認する。 

（２）地域の公園など安全なと

ころを確認する。 

（３）コンビニ，ガソリンスタ

ンド等，困った時に助けと

なるところを確認する。 

 

 

・各自が記入した防災マップを持

ち寄り，参考にしながら話し合わ

せる。 

・各教室で，カラーペン（赤・緑） 

マグネットを用意しておく。 

 

・防災マップ（個人） 

・掲示用 防災マップ

（拡大） 

 

11:10 

15 分 

 

３「防災かるた」で遊ぶ。 

・２グループに分かれて行う。 

６年生・・・１年生のお世話，

５年生・・・読み札を読む， 

 

 

 

 

・高学年がリーダーとしての意識

を持つことができるようにす

る。 

・同じ地区のみんなと仲良くなる

ように声を掛ける。 

・できたら，カルタの内容にも心

が向くように配慮する。 

 

・クラス備え付けの 

防災カルタ 

11:25 

5 分 

 

４ まとめをする。 ・地域の友達と声を掛け合い助け

合う。 

・地震が起きたときは，自分で身

を守る。 

・安全な場所，危険な場所を覚え

ておく。 

・終了後，書き込んだ拡

大マップを１階廊下に

掲示する。 

『落ちてこない 

倒れてこない 

移動してこない』場所に 

自助 自分の身を守る 

共助 低：周りの人と一緒に 

   中：考えて行動 

   高：進んで行動 



 

 学校名 ［ 旭丘小学校 ］        氏名 ［ 小 山 裕 巳 ］   

  ［ 小 ］学校 ［４・５・６］年版 単元名［災害から身を守るために］Ｐ4,5,32-35,62,63   

                  教科・領域名  ［総合的な学習の時間］ ［ 時間９０分 ］ 

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

１時間目「災害から命を守るために１」 

【ねらい】 

・災害にはいつどこで遭遇するか分からないことを 

 理解できるようにする。 

・避難訓練などにより，災害に遭った時の行動を普 

 段から考えておく姿勢を身に付けさせる。 

・生命を守ることの重要性を理解し，自分や他人の 

 生命を大切にする心を育てる。 

１ 災害について学習することを知る。 

  ◇「災害について考えてみましょう。」 

２ 災害にはどんなものがあるか考える。 

  ◇「災害を経験したことがありますか。身近な 

人から聞いたことがありますか。」 

   ・地震 ・台風，洪水，強風，大雨  

   ・火山の噴火 ・雷 

３ 災害の危険について考える。 

  ◇「災害にはどんな危険があるか考えましょ 

う。」 ・けが ・命が失われる  

・大切なものを失う ・家や町が壊れる 

４ 過去の大きな災害について学習し，どんな地域 

でも災害が起こることを理解する。 

  ◇「どんな災害がどこで起こったでしょう。写 

真を見てどんなことが分かりますか。」 

   ・日本中で起こっている。  

   ・大きな被害が出ている。 

５ いつどんな状況でも災害が起こる可能性があ 

ることを理解する。 

  ◇「災害はいつどこで起こるか分かりません。 

こんなときに災害が起こったとしたら，身 

を守るために自分ならどうしますか。」 

  ＜地震なら＞ 

   ・教室にいる時地震が起きた→机の下に 

   ・電車が止まった→大人の指示を聞く 

   ・外→倒れてきそうなものから離れる など 

※この学習では文科省防災教育教材「災害から 

命を守るために」を教材として使用 

※副読本「３．１１から未来へ」は資料として 

活用。 

準備物：パソコン プロジェクタ スクリーン 

    日本地図 副読本 

 

（災害から命を守るためにスライドスタート） 

○自然災害の危険や安全な行動について学ぶ 

ことを説明。 

（スライド１−１〜５） 

○災害とは，台風や地震などによって被害や損 

 害を受けることを総称したものである。 

○東日本大震災は新聞記事号外などを使用し 

ながら振り返る。（副読本Ｐ４～５も活用） 

（スライド１−６） 

 

 

 

（スライド２・３） 

 

○山でも海でも，町の中でも，どこでも災害が 

 起こる可能性があることを説明する。 

○国内では，どこに居ても災害に遭う可能性が 

 ある。 

（スライド４） 

○状況や場所に応じて，どんな身の守り方があ 

 るか考えさせ，意見を引き出す。 

（副読本Ｐ３２～３３活用） 

 

 

 

 

 



 

６ 身を守るためには，普段から災害に備えておく 

ことが大切であることを理解する。 

  ◇「災害にあった時のために，普段からどんな 

ことをしておいたらよいでしょうか。」 

   ・普段から身の回りを片付ける 

   ・避難訓練で行動の仕方を身に付ける 

   ・安全な場所，危険な場所を考える 

   ・家族で話し合う 

   ・経験を話す，家族に聞く 

   ・災害の知識を持つ など 

 

２時間目「災害から命を守るために２  

地震から自分の身を守る」 

【ねらい】 

・地震のゆれで身の回りがどう変化するのか理解でき 

るようにする。 

・地震でゆれているとき，様々な場所で起こる災害の 

危険について理解できるようにし，安全に行動しよ 

うとする態度を育てる。 

１ 大きな地震の災害について学習する。 

  ◇「大きな地震が起こった時について考えてみ 

    ましょう。」 

  ◇「大きな地震が発生すると学校や家，町はど 

    うなってしまうのでしょうか。」 

２ 地震が起きたらどのような危険があるか，どの 

ように身を守れば良いか考える。 

  ◇「地震が起きたらどんなところが危ないと思 

いますか。」 

  ◇「けがをしないために，自分だったらどうし 

ますか。」 

    ・グループで話し合い，考える。 

    ・グループ毎に考えたことを発表し合い， 

状況に応じた身の守り方を考える。 

 

 

 

 

（スライド５） 

 

○どんな備えがあるか，学校や家でできること 

 を考えさせる。 

（副読本Ｐ３４～３５活用） 

 

 

 

 

 

 

準備物：パソコン プロジェクタ スクリーン 

日本地図 副読本 ワークシート 

 

 

※新防災教育副読本「３・１１から未来へ」 

仙台災害年表（Ｐ６２～６３）を使用 

○年表の一部を隠し， 

身近な地域で何度 

も不定期に大地震 

や津波が発生して 

いることを振り返 

らせる。 

 

○ワークシートを配布し，地震のときの危険に 

 ついてグループで話し合わせる。 

○十分話し合わせた後，各グループで考えたこ 

 とを発表し合い，理解を深めさせる。 

 

 



学 年 ４年 教科･領域 学級活動 副読本Ｐ Ｐ３６・３７ 

第４章４ 家族防災会議を開こう 

仙台市立東四郎丸小学校 4学年 

「家族防災会議を開こう」 

○ねらい 

日頃から災害発生時の対応や連絡方法などを家族と話し合い，もしもの場合に備えておくことで，

防災意識を高める。 

学習活動及び発問 予想される児童の反応 指導上の留意点 

１ 避難訓練を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

２ 学習課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 家族で話し合う内容を考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 あわてないで先生の指示を聞いて

動けました。 

 避難したあともすぐに整列して次

の指示を待てました。 

 

 

 

 

 

 

 

 家に一人でいるときに地震が起き

たらどうしよう。 

 停電になったら電話はたしかにつ

ながらない･･･。 

 どこに避難したら家族と会えるか

なぁ･･･。 

 

 

 

 

 

 どこに避難するかを話し合うとい

いと思います。 

 もしもの時は，お互いに近所の人

とお願いし合う。 

 指定避難所を家族と一緒に確認す

る。 

 

 

 

 ワークシートなどに，今日の授業

の感想を書く。 

◇ 児童から意見を出させる

中で，学校での避難のしか

たや避難時の約束などを

確認させる。 

 

 

 

◇ 非常災害発生時，情報伝達

手段が限られることをお

さえさせる。 

◇ 児童が一人で被災した場

合にも，家族と出会えるよ

うにするには日頃から防

災について家族と話し合

うことの重要性に気付か

せるようにする。 

 

 

◇ 副読本Ｐ３６～３７を読

み，①連絡先をいくつか決

めておくこと，②地域の指

定避難所など家族みんな

が避難する場所を決めて

おくこと，を確認する。 

 

 

◇ 子ども防災マニュアルを

活用して，家族で子ども防

災マニュアルの「もしもの

時に備えて」を確認するよ

う指示する。 

◇ 家族で災害時の役割分担

なども事前に決めておく

ようにするといいことも

児童に説明する 

◇ 本時で分かったことや考

えたこと等を書かせる。 

 

 今日の訓練は，避難の約束などを守って真剣に取り

組むことができましたか？ 

 大きな地震が起きたとき，家族はどこに誰といるか

分かりません。電話もつながらなくなります。 

 どんなことを日頃から家族と話し合って決めてお

く必要があるのでしょうか？ 

【学習課題】家族が別々に被災したときに，どうやっ

て連絡を取り合ったらいいか考えよう。 



学 年 ５年 教科･領域 学級活動 副読本Ｐ P３６.37 

第４章４ 家族防災会議を開こう 

仙台市立東四郎丸小学校 5 学年 

「もしもの時，どんな『そなえ』が必要？」  

○ ねらい 

地震等のもしもの場合において必要な『そなえ』について考えることで，自分や家族の命と安全を守る

のに必要なものは何かを理解する。 

 

学習活動及び発問 予想される児童の反応 指導上の留意点 

１ 学習課題を知る。（５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 個人で考える。（６分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループで発表する。 

（９分） 

 

 

 

４ 「そなえゲーム」に取り組

む。（２５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 聞いたことあります。地震に

備えて，必要なものを入れて

おく袋です。 

 食べ物とか飲み水をいれて

おく物だよね。 

 うちに用意しているよ！ 

 

 

 

 「そなえ」か～。何が必要な

のかな･･･。 

 やっぱり食べ物と水でしょ。 

 毛布なんかも必要だったよ。 

 

 

 

 

 

 水以外には，着替えかな。 

 毛布とかはどうだろう･･･。 

 薬も必要だよね！ 

 

 

 自分の考えをグループ内で

発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「そなえゲーム」って何？ 

 グループのみんなの意見が

分かったから，それを参考に

考えてみよう！ 

◇ 児童がどのくらい「非常持ち出し

袋」について知っているか，また，

どのくらいの家庭で準備をしてい

るか大まかに把握する。 

 

 

 

◇ 課題を提示したならば，「地震の時

に必要だと感じたものは何か」と

児童に問いかけ，発言させる。本

時への学習意欲を高めさせる。 

 

◇ 個人で考えたことをグループ内で

発表することで考えを共有化させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◇ グループ内での発表後，友だちの

意見で「なるほど！」「共通点！」

「驚き！」を見付けさせる。 

 

◇ 「そなえゲーム」について，ゲス

ト・ティーチャーから説明しても

らう。 

◇ カードは，全部で３０個あること

を説明する。もしもの時に，「自分

や家族の命や安全を守る」ために

必要な物を選ぶよう指示する。 

◇ グループで１つにまとめられない

時には，いくつかのパターンを提

示してもいいことを助言する。 

◇ 選んだカードを非常持ち出し袋の

画用紙に貼るように指示する。 

◇ 全体に，グループごと「そなえゲ

ーム」の結果を発表し，全体で共

有化させる。 

 みなさんは，「非常持ち出し袋」という言葉を聞い

たことがありますか？おうちに用意している人？ 

【学習課題】今日は，非常持ち出し袋など，もしもの

時に必要な『そなえ』について，みんなで考えよう。 

一人一人どんな物を非常持ち出し袋に入れるか考

えてみましょう。必要だと思う物を１０個ワークシー

トに書こう。 

 「そなえゲーム」をグループで行います。グループ

ごと，カードの中からもしもに備えて必要だと思う物

を１０個選びましょう。 



 

 

 

 

 

 

５ 全体に発表する。（１２分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 物以外の「そなえ」につい

て，グループで考える。 

（１５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 全体に発表する。（１５分） 

 

 

 

 

 

 

 

８ 本時の学習を振り返る。 

（３分） 

 １０個か～。何個の中から選

ぶんだろう。 

 どれも大切だよね･･･。 

 

 

 

 グループ代表者一人ずつ，全

体に発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「物以外」って何だろう？ 

 物は分かるけど，それ以外に

必要なことって･･･。 

 家族と連絡を取れるように

しなきゃいけないよね。 

 津波が来るかもしれないか

ら，学校に避難しなきゃ！ 

 避難する場所を家族で話し

合うことが「そなえ」なんじ

ゃない？ 

 グループ代表者一人ずつ，全

体に発表する。 

 

 

 

 

 

 

・ 本時の学習の振り返りをワー

クシートに記入する。 

◇ なぜその物を選んだか，理由も説

明するよう指示する。 

 

◇ 副読本Ｐ３７を読み，「非常持ち出

し袋」に入れた方がよい常備品の

例も提示し，家族と一緒に準備し

てみるよう助言する。 

 

◇ もしもの時の具体的な場面を提示

し，その場面に対応できるように

事前に備えておく必要があること

を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

◇ グループで出た「物以外のそなえ」

について，画用紙に赤マジックで

書くよう指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 全体に，グループの話合いの結果

を発表し，全体で共有化する。 

◇ 「子ども防災マニュアル」を配布

し，家族で話し合ったり，確認し

たりする必要があることについ

て，説明する。 

◇ 本時で，学んだこと・分かったこ

と・考えたことを視点にして振り

返るように助言する。 

  ※「そなえゲーム」とは，プレーヤーが架空の住民になって，「災害に備えるために，自分や地域に何が必

要か」について考えながら実践的に学べる参加型のカードゲーム。(作成：市民協働による地域防災推進

実行委員会) 

☆ 場面設定 

 学校から家に帰りました。家には自分一人です。その時，大きな地震が起きま

した。電気・ガス・水道が止まりました。電話もつながりません。家族と連絡が

取れない状況になりました。大津波警報も発令されました。 

【学習課題】 

こんな場面に対応できるように，必要な『そなえ』について考えましょう。 



（別紙）    「新防災教育副読本を活用した指導事例」様式（提出用） 

 学校名 ［ 仙台市立桂小学校 ］        氏名 ［  内 海  智  ］   

［小］学校 ［４・５・６］年版  単元名［地震を乗りこようとした先人の知恵］ Ｐ４６～４７   

教科・領域名［社会科・戦国の世から江戸の世へ（生かす：地域の歴史について調べる）］［時間４５分］ 

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

１ 仙台城の地震被害について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 仙台城の修復の様子について調べる。 

 

 

 

 

 

３．地震を乗り越えるための知恵について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台城の石垣は，今までに何度災害に遭ってき

たのだろうか。どんな災害の様子だったか。 

石垣を修復して分かったことはどんなことだろ

うか。 

どうして古い石垣を残したのだろうか。    

石の列は，どのような目的で作ったのだろうか。 

○ 石垣の崩落の様子を伝えるために仙台市教育委員

会文化財課の webページ『仙台城』の資料「東日本

大震災からの復旧」「石垣は語る」をテレビ画面で

提示し，関心を高めた。 

○ 副読本 P.62「自然災害年表」を提示し，仙台城の

地震被害（築城以来１８回の地震に見舞われたこと

など）について確認させた。 

 

 

 

 

 

 

○ どのようなものが発見されたのかを中心に，web

ページ『仙台城』を使って，みんなで確認した。 

 

 

 

 

 

○ 写真資料などを用いて具体的にとらえさせた。 

※ 児童には，一部を拡大したものを提示し見やす

くした。Ⅲ期工事までに行われた石垣内部の様子

が分かりやすい資料だが，パソコンを使用するな

どすればなお分かりやすいと考える。 

 

○ 初めにワークシートを活用し，自分で調べたこと

をまとめた。その後，グループでの話し合い活動を

取り入れ，考えを共有しながら，石垣背後の盛土や 

 裏込石が築かれた理由などについて考えさせた。 

 

 

 

 

・ 現在見える石垣の内部にも古い石垣が残

されていた。 

・ 整然と並べられた石の列が見つかった。 

 

・ 強度を増すため。 

・ 昔の石垣を残して，広く，高くすると安

定すると思う。 

・ 昔の石垣を残せば，地震があって崩れた

ことを後世に伝えられると思う。 

・ 三重構造の方が頑丈だから。 

・ 今までの地震に耐えてきたから，そのま

ま残した。 

・ 本丸跡の石垣が，３か所，約６０メート

ルに渡って崩れ落ちた。 

・ 江戸時代のおよそ２６０年間に，１０回

以上の大きな地震を経験した。 

・ 大地震が起こる度に石垣が崩れ落ちた。 



（別紙）    「新防災教育副読本を活用した指導事例」様式（提出用） 

４ これからの学習について見通しを持つ。 

 

 

 

仙台城の石垣のように，過去に仙台地方で起こ

った災害の様子を今に伝えるものを調べてみよ

う。 

○ 副読本 P.62「自然災害年表」から地震以外の自然

災害にも目を向けさせ，大雨や洪水被害の多さに着

目させた。 

○ 副読本 P.47「地名が伝

える先人のメッセージ」

から，文化遺産だけでな

く，地名や伝承にも注目

すると，災害を後世に伝

えようとしていること

が分かるということに

気付かせた。 

さらに，例示として， 

「浪分神社」を板書した。 

（例）浪分神社 若林区霞の目 霞の目駐屯地付近 

慶長の大津波の際に神社手前まで津波に襲われ，津

波が２方向に分かれて引いていったことを伝える

文化財。 

○ 歴史的な遺産は，先人の知恵や願いを知ることが 

できる貴重なものであり，防災という視点からも大 

切にしなければならないものであることに気付か 

せた。 

○ 副読本の展開例と同様に，次時にパソコンを利

用し，文化遺産や地名，伝承にも注目し，災害の様

子を今に伝えるものを調べてみることにした。 

 

<指導後の振り返り＞ 

  副読本や web ページを活用すると児童にも分

かりやすく進めることができると感じた。活用で

きる web ページが，デジタル教科書のように副

読本と一体化しているものがあるとなお活用し

やすいと思う。調べる内容もデジタルコンテンツ

としてまとめられていると活用しやすい。授業の

場所として，パソコン室を利用して web ページ

をより有効に活用する方法もあると思う。 

 

 



校 種 小学校 学 年 ６年 教科･領域 外国語活動 副読本Ｐ Ｐ４８ 

新防災教育副読本 第５章 1 つながる～世界の国々と～ 

 

授業者 仙台市立七郷小学校 村上 博基 教諭 

【ねらい】 時刻を尋ねる表現に慣れ親しむ。 

国際姉妹都市からの支援について感謝の気持ちを持たせる。 

         児童の活動 指導者の活動 準備物・児童の反応（◇） 

 

 

導

入 

 

・掲示された地図上の都市を見

て何を表した地図かを考え

る。 

 

・各地の写真を見ながら,国も考

えてみる。 

 

 

・各都市の時差について知る。 

 

・仙台に注目させ,他の都市との関

係を考えさせる。 

 

 

・地図上で都市と国を一致させる。 

 

・各都市の写真に数字入れ，その

数字が何であるか考えさせる。 

・「時差」という言葉を確認する。 

・仙台市の姉妹都市の地図 

◇しばらく考えた後,「友好都市！」

という声が聞かれた。 

 

・各都市の写真 

◇ベラルーシやフィンランドは難

しいようで正解はいなかった。他

は正解した児童がいたのには驚

いた。（特にアカプルコ→メキシ

コ） 

◇時間の差ということに気が付く。 

 

 

 

展

開 

Ⅰ 

・それぞれの都市が今何時なの

かを考えていく。 

 

・各地の時間を想像してみる。 

 

 

・仙台が 12時 5分のときの各都市

の時間を英語で聞く。 

What time is it in Dallas? 

It is 9 :05PM.      

→時刻を尋ねる表現に慣れる。 

→AM・PMにも触れる 

・ダニエル先生の母国カナダや,担

任が勤務していたベルギーの時

刻も知らせ時差を実感させる。 

 

◇単純な引き算だが,12時間を超え

る時差のあるアメリカなどはな

かなかすぐには言えなかった。 

◇午前・午後の言い方を知り納得し

ていた様子。 

◇場所によって早朝であったり,ま

だ昨日の夕食の時間帯であった

りすることについて驚いている

児童が多く見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

Ⅱ 

・震災時の姉妹都市の支援につ

いて知る。 

 

 

・国際姉妹都市からの支援に感

謝するとともに，七郷小学校

が海外から受けた支援を思い

出す。 

・新防災教育副読本（P48）を活

用 

・副読本を活用して, 震災後にど

んな支援があったかを知る。 

・ジェスチャーと写真，簡単な英

語で支援について紹介する。 

Water, It’s a present from Choshun 

China. 

Messages from Dallas. 

Charity event in Tainan. 

・七郷小学校が受けた海外からの

支援を思い出させる。 

（メッセージ等を思い出させる） 

◇国際姉妹都市からの支援につい

て知らなかった児童が多く見ら

れた。  

 

 

 

 

◇「国際姉妹都市からの支援がうれ

しかった。自分も,姉妹都市に何

かあったときは,できることがあ

れば何かしてあげたい。国際姉妹

都市に恩返しがしたい。」という

感想が聞かれた。 

 

終

結 

・振り返りカードに記入する。 

・感想を発表する。 

・児童に感想を発表させる。 

・どの話もじっくりと受け止める。 

振り返りカード 

 

【評価】時刻を尋ねる表現に慣れ親しんだか。 

国際姉妹都市からの支援について感謝の気持ちを持つことができたか。 



学 年 ６学年 教科･領域 学級活動 副読本Ｐ Ｐ５２・５３ 

第 5章３ 取り組もう！ボランティア活動 

仙台市立東四郎丸小学校 6学年 

「もしもの時，私たちにできることは」 

○ ねらい 

ボランティア活動に取り組む人々の存在を知り，災害発生時に地域や家庭で自分にできることを考え，実践し

ようとする姿勢を持つことで「共助」の精神を身に付ける。 

学習活動及び発問 予想される児童の反応 指導上の留意点 

１ 「共助」について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 映像を見る。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考えを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 共に助ける…どういうことだ

ろう？ 

 地震の時に，みんなで助かろ

うってことじゃないかな。 

 そうだね，みんなのために自

分の力を発揮することだよ。 

 

 

 

 

 自分にできることか…。まず

は，自分の命を守ること。 

 家族のためか･･･。何ができる

かなぁ。 

 地域のためって何だろう？自

分に何ができるだろう。 

 

 

 

 

 映像を見る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 家の倒れた家具などを元ど

おりにするのを手伝う。 

・ 避難所の炊出しや配給を手

伝う。 

・ 水を運ぶのを手助けする。 

・ 避難所のトイレの掃除など

を手伝う。 

 ワークシートに，今日の授業

の振り返りを書く。 

◇ 「共助」の意味をしっかりとおさ

えさせる。 

◇ 「自助」と「公助」についてもお

さえさせ，「共助」と比較させる。 

 

 

 

 

◇ まずは，自分の命を自分で守るこ

とを最前提とすることを確認す

る。 

◇ その上で，「家族のため」や「地域

のため」を強調し，自分以外の人

のために，自分に何ができるかを

考えることを明確にする。 

 

 

 

 

 

◇ 実際の映像資料を参考にすること

で，自分達にもできることがたく

さんあることに気付かせる。 

◇ 副読本Ｐ５２～５３を見ながら，

ボランティア活動への取り組み

が，「共助」につながることを説明

する。 

 

 

◇ 家庭や地域（特に避難所）のため

に，自分にできそうなことを，た

くさん出させる。 

 

◇ 自分にも，家族や地域のためにで

きることが，たくさんあることに

気付かせることで，自己有用感を

もたせる。 

 

 

 

◇ 自分の考えや，新たな発見や疑問

などを書くよう指示する。 

 

 みなさんは，「共助」という言葉を知っていますか？ 

【学習課題】大きな地震が起きた時，家族や地域のため

に自分にできることを考えよう。 

 東日本大震災の時に，みんなと同じ年代の子供たちが

どんな行動をとったか，映像を見せます。 

 東日本大震災の時に，みんなと同じ年代の子供たちが

どんな行動をとったか，映像を見せます。 
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第６学年 理科学習指導案 

 

１ 単元名  大地のつくりと変化（６年） （実施時期１０月～１１月）  

 

２ 単元の目標 

 ・ 身のまわりの大地やその中にふくまれる物に興味をもち，大地の構成物やでき方について資料な 

どで学習したことをもとに地層を観察し，そこが，水のはたらきと火山のはたらきの，どちらのは 

たらきでできたところかを推論できるようにする。 

 ・ 大地の変化について，自然災害と関係付けながら調べ，大地は地震や火山の噴火などによって変

化することをとらえるとともに，そこに見られる自然の力の大きさを感じとれるようにする。 

 

３ 単元について 

 （１）教材について 

    本単元は，学習指導要領Ｂ生命・地球（４）「土地やその中に含まれる物を観察し，土地のつく

りや土地のでき方を調べ，土地のつくりと変化についての考えをもつことができるようにする。」

を受けて設定されたものである。また，第５学年「Ｂ（３）流水の働き」の学習を踏まえて，「地

球」についての基本的な見方や概念を柱とした内容のうち，「地球の内部」にかかわるものであり，

土地のつくりと変化について学習する単元である。 

児童は，これまで，流れる水のはたらきと土地の変化の関係について学んでいる。本単元では，

実際に露頭を観察したり，地層のでき方を実験で調べたり，写真資料や図書資料等を活用して大

地のつくりを調べたりする活動を通して，過去に起こった火山の活動や地震によって土地が変化

することを推論しながら学習できる展開になっている。 

 

 （２）児童について 

    （省略） 

 （３）指導について 

   既習事項や生活体験から児童が持っている知識や断片的な情報と本単元の学習内容と結びつけて

いくようにする。また，露頭の観察や，岩石資料などの大地の構成物を調べる活動を通して，大地

は水のはたらきでできたのか，火山のはたらきでできたのかについて推論しながら調べ考察させる

活動や主体的な問題解決の活動を繰り返していくことで実感を伴った理解を図っていきたい。 

また，ボーリング資料や岩石標本の他に，図書資料として小学校理科副読本「仙台の自然」を活

用する。「仙台の自然」の活用を通して，私たちが住んでいる仙台の大地の変化について考えさせる

ようにする。それぞれの時代の大地の歴史の特徴を整理・分析することで，長い年月をかけて水の

はたらきや火山のはたらきでできたことに気付かせ，環境を知る手がかりとなる言葉や文から，当

時の環境を推論させるようにする。さらに，自分が調べたことを伝え合う活動を通して，私たちが

住んでいる仙台市の大地のでき方について興味や・関心を高め，一人一人が，仙台市の大地の成り

立ちについて更なる理解を深められるようにする。 
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単元のまとめの学習では，防災に対する思考力・判断力を育むために新防災教育副読本を活用し

た学習を取り入れる。新防災教育副読本「３・１１から未来へ」の活用をとおして，土地の変化

について学んだことと日常生活とを関連付け，将来，大きな地震や火山による災害が起きる可能性

があることについて推論させるようにする。また，これまでの自然災害の教訓から，災害が起きた

ときに身を守る術を意識させ，日常生活と関連させて，火山の噴火や地震は，断層ができるなど短

時間で大きく土地を変化させることがあることを理解できるようにしていきたい。 

                          （本時で行う防災教育の位置付けを明記する） 

４ 単元の指導計画および評価規準 （本時 9/10） 

 時間 主な学習内容（活動） 指導上の留意点・支援 評価規準 資料・準備物 

第１次 がけにしま模様が見られるのはなぜか １時間 

 １ ・わたしたちの住んでいる

大地は，どのような物でで

きているのか，資料を見て

話し合う。 

・地層はどのような物でで

きているのかを知り，地層

がどのようにできたかを

考え，話し合う。 

写真資料や，ボーリン

グ資料から，大地をつ

くっている構成物に興

味を持たせ，地層がで

きた理由を考えさせ

る。 

大地をつくって

いる構成物や地

層のでき方に興

味をもち，進ん

で大地のつくり

やでき方を調べ

ようとしてい

る。（関心） 

・ボーリング資

料 

・写真資料 

・ふるい 

第２次 地層はどのようにしてできるのか ３時間 

 １ ・水のはたらきでできた地

層のでき方を考え，水槽に

土を流し込むモデル実験

を通して調べる。 

砂，泥，礫を含む土を

水に流して，モデル実

験を通して，水のはた

らきでできる地層ので

き方を考えさせるよう

にする。 

砂や泥をふくむ

土を水に流しこ

み，水のはたら

きでできた地層

のでき方を調べ

ている。（技） 

・鉄製スタンド 

・雨とい 

・泥，砂，れき 

 １ ・水のはたらきでできた地

層の特徴や，堆積岩や化石

について調べる。 

・水のはたらきででき

た地層の特徴につい

て，形や大きさなどに

注目させ資料をもとに

話し合わせる。また，

堆積岩の標本を観察さ

せ，粒の大きさによっ

て異なることを捉えさ

せるようにする。 

実験や資料か

ら，地層の多く

は流れる水のは

たらきによって

できていること

を推論し，自分

の考えを表現し

ている。（思・表） 

・小学校理科副

読本「仙台の自

然」 

・堆積岩（れき

岩，砂岩，でい

岩） 

・化石 

 １ ・火山のはたらきでできた

地層の特徴を調べる。 

・火山のはたらきでで

きた地層の特徴につい

て，形や大きさなどに

注目させ資料をもとに

話し合わせる。また，

水のはたらきでできた

地層と比較しながら，

相違点を話し合わせ

る。 

地層は，流れる

水のはたらきや

火山のはたらき

によってでき，

化石が含まれて

いる物があるこ

とを理解してい

る。（知・理） 

・小学校理科副

読本「仙台の自

然」 

・火山灰 

・双眼実体顕微

鏡 

第３次 わたしたちが住む大地はどのようにしてできたのか ２時間 

 ２ ・現地観察の計画を立て ・学校の近くに露頭が 地層やボーリン ・記録カード 
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て，そこが水か火山のどち

らのはたらきでできたか

を観察して記録にまとめ

る。 

ある場合には，地層の

重なりや広がりについ

て観察記録に示し，水

のはたらき，火山のは

たらきのどちらででき

たかについて観察記録

を基に考えさせるよう

にする。 

グ資料を観察

し，観察した地

層の構成物の様

子や特徴などを

記録している。

（技） 

・ビニール袋 

・シャベル 

・ハンマー 

第４次 地震や火山の噴火による大地の変化を調べよう ４時間 

 ２ ・火山による土地の変化や

地震による土地の変化の

どちらかを選び，調べたこ

とや観察したことを基に，

大地の変化と災害につい

てまとめて，発表する。 

・火山の噴火や地震は，

短時間で大きく土地を

変化させることに気付

かせ，大地の変化がも

たらすエネルギーに着

目させ，自然の力の大

きさを感じとらせるよ

うにする。 

・地震や火山の

噴火による大地

の変化について

調べ，調べたこ

とを基に，自分

の考えを表現し

ている。 

（思・表） 

 

 １ ・地震による過去の大地の

変化から，地震が将来にも

起こる可能性を考え，短時

間で土地が大きく変化し，

様々な災害が起こること

を捉える。 

・地震による大地の変

化を特徴付ける資料や

仙台の自然災害年表を

提示し，将来大きな地

震があることを推論さ

せるようにする。 

・地震によって，

土地の様子が大

きく変化する可

能性を理解し，

大きな地震がも

たらす災害につ

いて考えること

ができる。（思

考・表現） 

新防災副読本小

学校４・５・６

年版「３・１１

から未来へ」 

 １ 大地のつくりと変化につ

いて，学習したことをまと

める。 

・水のはたらきででき

た地層や火山のはたら

きでできた地層や，大

地の変化によって様々

な災害が起こることを

資料と関連付けながら

捉えられるようにす

る。 

・大地は，地震

や火山の噴火に

よって変化する

ことを理解して

いる。（知・理） 

 

 

６ 本時の指導        

 （１）本時の目標 

   ○ 過去に起こった地震の記録から，日本は世界の中でも地震が起きやすい地域であることに気

付き，これからも，大きな地震によって，様々な災害が起こる可能性があることを考えるこ

とができる。     

 （２）本時の指導にあたって  

   ○ 過去の「世界の地震発生分布」（１９９０年から２０００年までの世界の地震の震央分布、マ

グニチュード４．０以上の地震が発生した場所）の資料や仙台の自然災害年表を提示し，日

本は地震が多く発生する地域（地震大国）で，これからも大きな地震が起こる可能性につい

てデータを基に推論させ，地震が引き起こす災害に対する防災意識を啓発する。 
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   ○  地震による地割れや断層によって，土地の様子が大きく変化することから，様々な災害が起

こることを推論させる。災害と日常生活を関連付け，地震による災害に備えるためにどのよ

うな対策が行われているかを話し合うようにする。 

 （３）指導過程 

主な学習活動・内容（○主な発問 ・児童の反応） ・留意点  ◎評価 

 

１ 本時の学習のめあてを確認する。 

○ 今日の授業では，日本が世界の中でも地震が起きやすい地域で

あることと地震が起きるわけを理解し，地震の被害をできるだけ

少なくする方法を考えていきましょう。 

 

２ 新防災教育副読本 p20 の図「世界の地震発生分布」（１９９０年か

ら２０００年までの世界の地震の震央分布、マグニチュード４．０

以上の地震が発生した場所）を見て，気付いたことを発表する。 

 ・日本の周りがとても多く地震が発生している。 

 ・地震が多く発生する場所は，決まっている。 

 ・地震が発生しやすい場所とそうでない所がある。 

 ・日本のどの地域でも地震が多い。 

 ・地震が起きやすいところは，線のようにつながっている。 

３ 学習の問題を知る。 

 

 

 

４ 予想する。 

 ・太平洋の周りで地震が多く発生していて，日本は海に囲まれている

から。 

 ・世界でも海に囲まれているところに地震が多いから。 

 

５ 地震が起きるわけを知る。 

○ ４つのプレートのどんなところで過去の地震が多く起きていま

すか。 

 ・太平洋プレートの境目で多く起きている。 

 ・フィリピン海プレートの周りがとても多い。 

○ 図の赤い点は１９９０年から２０００年までの１０年間で地震

が発生した場所を示した世界地図です。気が付いたことを発表し

ましょう。 

 

本時で目指す児童の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１０年間の地震のデータか

ら，世界の中で日本や日本の

周りはとても地震が起こって

いることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・社会科の地図帳を用意して，

地震分布表と対応させながら

考えさせる。 

 

・新防災教育副読本の資料の

図を示し，日本の周りや太平

洋周辺で地震が多いのは，４

つのプレートが関係している

ことに気付かせる。 

・プレートが動いて大地にず

世界の中で日本はとても

地震が起きやすい場所で

あることに気付き，将来も

大きな地震が多く起きる

ことを推論し，大きな地震

によって様々な災害が起

こる可能性について考え

ることができる。 

○ 日本の周りで地震が多いのはどうしてだろうか。また，大きな地震

が起きると私たちの生活にどのような影響を及ぼすのだろうか。 
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 ・それぞれのプレートの周りで多く地震が起きている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 日本で地震が多いわけを知る。 

 ・ＮＨＫ６年「ふしぎがいっぱい」のクリップ映像「地震の多い国・

日本」（１分５０秒）を視聴し日本に地震が多いわけを知る。 

 

 

 

 

 

 

７ 過去に仙台で起きた地震について知る。 

○江戸時代から現在まで，地震が起きた自然災害の年表を見て気付

いたことを発表しましょう。 

 ・仙台で江戸時代の間に，マグニチュード７以上の大地震が 7回も起

きている。 

 ・昔にも，大きな地震によって津波が起こっている。 

 ・2011年の地震は，過去に起きた地震の中で一番大きいＭ９が起きて

いる。 

 ・平成の時代にも，Ｍ７以上の地震が 3回も起きている。 

 ・過去の大地震によって，仙台城の石垣が崩れたり，東照宮が壊れた

り，建物が壊れている。 

 ・大きな地震は繰り返し起きている。 

 

８ 災害予知と防災について考える。 

○ 地震は私たちの生活に大きな影響を与えます。地震によって，ど

のような災害が起きる可能性があるか，また，大きな地震が起き

たときに取られている対策にどんなものがあるか考えてみよう。 

 ・大きな地震によって，津波が起こる可能性があるので，津波警報を 

  テレビやラジオで流す対策が取られている。 

れが生じると地震がおきるこ

とについて資料を示しながら

に伝える。 

・日本付近には４つのプレー

トがあり，大地のずれが起き

やすいことから地震が起きや

すいことに気付かせる。 

 

 

・ＮＨＫのクリップ画像を視

聴し，過去の地震の記録から，

地震が日本で多い理由につい

て，確認するようにする。 

（第１１回火山の力＞「地震

の多い国・日本」） 

 

 

 

・新防災教育副読本 p62 の年

表「仙台の自然災害年表・復

興年表」を提示し，大きな地

震が定期的に起きていること

に気付かせる。また，大きな

地震によって生活に大きな影

響を与えることに気付かせ

る。 

・東日本大震災では，震度６

強を観測したことを伝え，今

後もこのように大きな地震が

いつ，どんなときに起こかわ

からないことを伝える。 

本時の評価 

 

 

 

 

 

 

・地震によって，土地の様

子が大きく変化する可能

性を理解し，大きな地震が

もたらす災害の対策につ

いて考えることができた

か。（思・表） 



新防災教育副読本（小学校４・５・６年）                            

『第３章１ 地震のメカニズムを知ろう』を活用した理科の指導案例 

 ・大きな地震によって，建物が崩れないように，補強工事などがされ

ている建物がある。 

 ・過去の津波の高さを示し，津波に対する注意を呼びかける看板が設

置されている。 

 ・大きな地震が引き起こす，津波には，津波からの非難の手引きが仙

台市で出ているよ。 

 

９ 本時の学習を振り返る。 

○ 今日の学習をして，考えたことやこれから心がけたいこと等を書 

きましょう。 

  

 

 

 

・新防災教育副読本 p31 の年

表「被害をすくなくするため

に（減災）」を提示し，減災の

方法について考えさせる。 

 

 

＊ この指導案は，学習活動１～９までを１時間で行う指導案です。 

  学習活動１～６までを１時間，学習活動７～９までを１時間で行っても構いません。 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（５）準備物 

 ・資料（１９９０年～２０００年の間に起きたマグニチュード４以上，深さ５０ｋｍ以内の地震） 

 ・新防災教育副読本（ワークシート） 

 

 

 

 

日本の周りで地震が多いのはどうしてだろう

か。また，大きな地震が起きると私たちの生活

にどのような影響を及ぼすのだろうか。 

1 学習の問題 

２ 予想 １９９０年～２０００年の間に起きた
マグニチュード４以上，深さ５０ｋ
ｍ以内の地震 ・太平洋の周りで地震が多く発生していて，

日本は海に囲まれているから。 
・世界でも海に囲まれているところに地震
が多いから。 

日本列島周辺には 4つのプレートがあり，プレート

が動いて大きな力が加わり，大地のずれがおき，地
震が起きやすい。 

 

＜大きな地震が引き起こす 
災害と防災＞ 

（災害） 

・津波 

・がけくずれ 

・断層 

（減災） 

・緊急地震速報 

・建物の補強工事 

・避難の手引き 

・過去の津波の看板 

 



 

 

 

  年  組 氏名          

○ 世界の地震発生分布図を見て気付いたことを書きましょう。また，地震が起きている

場所の特徴をさがして書いてみよう 

 

 

 

 

 

 

 

考えよう 「仙台の自然災害年表・復興年表」を見て，気付いたことを書こう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 大きな地震が起きたときに起こりうる災害を予想しよう。また，身の回りで災害に備

えていることをさがしてみよう。 

 

災害 身の回りで行われている対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜気付いたこと＞ 

 

 

 

 

小学校 4･5･6年版 第３章 自然災害の正しい知識 

１ 地震のメカニズムを知ろう Ｐ20-21 学習シート 理 科 

＜今日の学習を振り返って＞ 

 

 

 

 



新防災教育副読本（小学校４・５・６年） 

「第３章３ いろいろな自然災害」を活用した理科の指導案例 

 

第５学年 理科学習指導案 

 

仙台市立東二番丁小学校 

 戸村 隆 

 

 

１ 単元名   台風と天気の変化（５年）（実施時期９月～１０月） 

 

２ 単元の目標 

○ 台風の進路と天気の変化について資料を活用して調べ，台風は西から東への天気の変化の

しかたとは異なる特有の動きをすることをとらえることができるようにする。 

○ 台風がもたらす長雨や集中豪雨などの災害について資料を基に調べ，災害に対する備えや

情報活用の重要性に気付き,行動できるようにする。 

 

３ 単元について 

（１）教材について 

 本単元では，学習指導要領Ｂ生命・地球（４）「1 日の雲の様子を観測したり，映像など

の情報を活用したりして，雲の動きなどを調べ，天気の変化の仕方についての考え方をもつ

ことができるようにする。」を受けて設定されたものである。また第 4 学年「Ｂ（３）天気

の様子」の学習を踏まえて，「地球」についての基本的な見方や概念を柱とした内容のうち

の「地球の表面」にかかわるものであり，天気の変化や台風と降雨との関係について学習す

る単元である。 

 児童はこれまで雲の様子や雲の動きを調べて，天気の変化の規則性を学習してきている。

この単元では台風の進路や台風のもたらす降雨や災害について，気象情報を活用しながら学

習を進める。 

また発展として台風以外の大雨や集中豪雨などの自然現象による災害を扱い，児童が安全

に生活していくために必要なことを考えさせる展開にしていきたい。 

 

（２）児童について（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）指導について  

 児童が生活経験で得た知識と本単元の学習内容を結びつけていくようにしたい。台風の発

生の仕方や進路について大まかな規則性を見出せるように，新聞やインターネット，他の資

料を使って考え，まとめさせるようにしたい。 

 また，新防災教育副読本を活用することで，児童が自然現象のメカニズムを知り，それに

よる災害についての関心を高め，災害に遭遇したときにはどう対処したらいいのかを考える

ことできるようにしたい。    



 

４ 単元の指導計画および評価規準（本時３/４） 

時間 
主な学習内容（活動） 

指導上の 

留意点・支援 

評価規準 

（観点） 
資料・準備物 

１ 

 

 

 

・台風の特徴をつかむ。 

 

・写真の資料を基に台

風について興味を持た

せ，台風についての特

徴をつかませる。 

 

・台風がどこで発

生し，どんな特徴

があるか，台風に

よる天気の変化な

どについて進んで

調べようとしてい

る。 

（関・意・態） 

・台風の写真 

・新防災教育

副読本 

(４・５・６年) 

・NHKデジ

タル教材 

１ ・写真やその他の資料か

ら，台風の進み方と天気の

変化について調べる。  

 

・気象衛星の写真を基

に台風の位置をとらえ

させ，台風の動きにつ

いて考えさせる。また

台風と天気の変化につ

いての関係を教科書の

資料から調べさせる。 

・気象衛星の雲写

真を基に台風の位

置を地図上に記録

し，進路を線でつ

ないでいる。 

    （技能） 

・日本付近の台風

の進路や台風は強

風や大雨をもたら

すことがあること

を理解している。

（知・理） 

・気象衛星の

雲写真 

・台風の  

月別進路図 

１ 

 

本 

時 

 

 

 

 

・台風がもたらす大雨や集

中豪雨などが原因の自然現

象について知り，災害に遭

った場合の対策について考

える。 

 

 

・雨量のデータや災害

の写真，浸水・土砂災

害ハザードマップを提

示し，身近なところで

も起こりうる危険につ

いて考えさせる。 

・雨が原因で起こ

る自然災害につい

て知り，どんなこ

とに気を付けたら

良いかを考え，表

現している。 

(思考・表現) 

・新防災教育

副読本  

(４・５・６年) 

・雨量データ 

(気象庁) 

・浸水・土砂

災害ハザー

ドマップ 

１ 

 

・その他の自然現象につい

て知り，災害に遭った場合

の対策について考える。 

 

・落雷や竜巻の写真や

映像を見せ，それらが

引き起こす災害のすご

さを意識させる。 

・それぞれの危険につ

いて既習事項を活用し

ながら考えさせるよう

にする。 

・落雷や竜巻など

の自然現象がもた

らす災害について

知り，どんなこと

に気を付けたら良

いかを考え表現し

ている。     

(思考・表現) 

・新防災教育

副読本 

(４・５・６年) 

・気象庁 

ＤＶＤ 

 

 単元を通して，防災に対する思考力・判断力を育むために新防災教育副読本を活用

する。新防災教育副読本（４・５・６年）の活用をとおして，台風やその他の自然現

象を理解させ，それらによって引き起こされる災害が起きそうなときや起こったとき

に「どのようにしたら自分で自分の身を守ることができるか」を常に意識させるよう

にしたい。 



５ 本時の指導 

（１） 本時の目標 

○ 雨が原因で引き起こされる自然災害を知り，災害に遭った場合はどんなことに気を付け

たら良いかを考えることができる。 

（２）本時の指導に当たって 

  ○ 自然現象に関する知識を押さえるために新防災教育副読本を使い，教師が必要な部分を

説明する。 

○ 雨の強さと降り方の表や洪水災害予想図，土砂災害ハザードマップを提示し，児童が災

害を身近な問題として捉えられるようにしたい。 

（３）準備物 

・雨の強さと降り方の表。        ・冠水・土砂災害時の写真。（テレビで投影） 

・洪水災害予想図（拡大図）。 

・土砂災害ハザードマップ（拡大図）。 

（４）指導過程 

主な学習活動・内容（○主な発問 ・児童の反応） ・留意点    

１ 本時の学習のめあてを確認する。 

 

 

 

２ 災害をもたらす自然現象について出し合う。 

 

 

・大雨    ・集中豪雨  ・雷   ・地震  

・津波    ・洪水    ・噴火  ・竜巻 

 

 

・大雨  ・集中豪雨 ・洪水   

 

３ 学習課題を知る。 

 

 

 

４ 雨が原因で起きる災害の様子を知る。 

 

 

   ・川の水があふれる。・がけ崩れが起きる。・道路に水があふ 

れる。 

   ・家に水が入ってくる。土砂崩れが起きる。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

本時で目指す児童の姿 

 

 

 

 

 

 

 

・ 新防災教育副読本（Ｐ２４）にあ

る解説を読みながら，集中豪雨につ

いて知らせる。洪水についても補足

する。 

 

 

 

 

 

 

 

・ ニュースや新聞で得た情報を基に 

発言させたい。 

 

 

・ 雨による災害は大まかに 2 つに分 

けられることを確認させる。 

 

・ 道路の冠水の写真と土砂崩れの写 

真を提示し，短時間で降る雨のすご

さを感じ取らせたい。 

・ 雨の強さと降り方の表を配り，そ 

の表を基に降雨と災害について考え

させる。 

 雨が原因の自然災害について

知り，災害に遭遇した場合の対

策について考えることができ

る。 

 

 

 

 

 

○ 台風の他にみんなが知っている自然現象を言ってみよう。 

○ 雨がたくさん降るとどんな災害が起きますか。 

○ 雨が原因で災害を起こすものはどれかな？ 

○ 道路や家に水が入ってくる災害と土地が崩れて起こる災

害の大きく 2 つに分けられます。2 つの災害について起こる

様子を考えていこう。 

○ 雨が原因の自然災害にあったらどんなことに気を付けたら

いいのかを考えていきましょう。 

 

   雨が原因の災害が起きたらどんなことに気を付けたら良いか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  ・道路に水があふれる。 

  ・水が家に入ってくる。 ・地下道に水が入る。 

 

５ 雨が原因で起きる災害で気を付けることを出し合う。 

 

 

 

 

・地下に入らない。   ・川やがけに近づかない。 

・落ち着いて行動する。 ・情報を聞く。  

・避難する。  

 

 

 

・情報をつかんでおく。・避難の準備をする。 

・普段から災害のための備えをしておく。 

・通学路や自宅あたりは危険がないかを確認する。 

・避難のときに家族との連絡する方法を確認する。 

５ 本時の学習を振り返る。 

 

・ 拡大図を提示する。 

・ 洪水の場合には広範囲にわたって 

浸水すること，仙台でも土砂災害が

起こる可能性があることを読み取ら

せる。 

 

 

・ 土砂災害や洪水は考えにくいが， 

道路の冠水や地下道への浸水が予想

されることに気づかせたい。 

 

 

・ 新防災教育副読本（Ｐ２４と 

Ｐ３２）や補助資料を基に考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

・ グループになって特に大切にした 

いことを話し合わせ，発表させた

い。 

 

・ 各自のノートに書かせる。 

本時の評価 

 

（５）板書計画 

 

○ 今日の学習を振り返って，これから心がけたいことを書い

てみましょう。 
雨が原因で起こる自然災害が起こ

ったときの自分なりの対策を考え

表現することができたか。（思・表） 

                        

                          気を付けること 

                        

 

   

雨が大量に降る→ 洪水   →・生命の危険。 

         浸水    ・生活できなくなる。  まとめ 

         がけ崩れ  ・家が壊される。 

土砂崩れ      

   

 

○ 雨が原因の災害のときに気を付けることはどんなことで 

しょうか。 

雨が原因の災害が起きたらどんなことに

気を付けたらいいか。 

○ 東二番丁小学校の周りではどんな災害が起きるかな？ 

○ 仙台市洪水災害予測地図と仙台市土砂災害ハザードマップ

を見て，どこが被害を受けるか確認しよう。 

・情報をつかむ。 

・避難の準備をする。 

・ふだんから災害を防ぐ準備をしておく。 

○ どれも大切ですが，みんなにとって特に大切なことは何で

しょうか。 

 

・地下に入らない。・川やがけに近づかない。 

・落ち着いて行動する。 ・情報を聞く。  

・避難する。  

 



- 1 -

台風と天気の変化

＜災害が起きたら① ワークシート＞
名前（ ）

☆ 学習の課題

☆ 災害が起きたら気を付けること

特に気を付けたいこと 自分だったらできそうなことは？

①

②

③



新防災教育副読本（小学校４・５・６年） 

『第３章４ 災害時の情報手段』を活用した 社会の指導案例 

第５学年 社会学習指導案 

 

１ 単元名        「情報を生かすわたしたち」（５年） （実施時期 １２月～１月） 

 

２ 単元の目標 

 ・情報化の進展には様々な利点とともに問題点もあることや，生活の中で様々な情報を有効に活用す 

ることが大切であり，情報を受け取るだけでなく，送り手としても責任ある行動が望まれることを 

理解し，日常の生活に生かそうとする。 

 

３ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

  情報に囲まれた生活

に関心を持ち，その利点

や問題点について意欲

的に調べるとともに，生

活の中でどのように情

報を活用していけばよ

いかについて考え，有効

に活用しようとしてい

る。 

生活における情報の

活用について，学習問題

や予想，学習計画を考え

表現するとともに，情報

を有効に活用するため

には情報化の進展の利

点と問題点を理解し，責

任ある利用のしかたを

することが大切である

ことを考え，発表した

り，表現したりしてい

る。 

生活における情報の

活用の様子について，各

種の資料やインターネ

ットなどを活用して必

要な情報を集め，情報化

の進展には様々な利点

と問題点があることを

読み取ってまとめてい

る。 

わたしたちを取り巻

く情報には，生活に役立

つものだけではなく，一

方的に送られてくるも

のや人に不利益を与え

るものもあること，情報

の活用の仕方を誤ると

犯罪被害や他者を傷つ

けるなどの問題を生じ

るおそれがあり，責任あ

る活用が求められるこ

とを理解している。 

 

４ 教材観 

本単元は，学習指導要領の第５学年の内容 

（４）我が国の情報産業や情報化した社会の様子について，次のことを調査したり資料を活用したり

して調べ，情報化の進展は国民の生活に大きな影響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切で

あることを考えるようにする。 

 に基づいたものである。 

今日の社会において，わたしたちはテレビ・新聞・雑誌・電話・インターネットなどの情報伝達手

段によって多種多様な情報を得ることができる。これらの情報は生活の向上・充実ばかりでなく，諸

産業の発展にとっても大きな役割を果たしている。また，わたしたちが高度情報通信社会において主

体的に生きていくには，情報の有用性や役割，情報のもたらす影響について考えるとともに，情報の

適切な収集や活用，発信や伝達などの能力を身につけていくことが大切であると考える。 

 

５ 児童観 （省略） 

６ 指導観 



新防災教育副読本（小学校４・５・６年） 

『第３章４ 災害時の情報手段』を活用した 社会の指導案例 

  情報をより身近に感じられるように，生活に密着したコマーシャルやコンビニの情報活用などを取

り上げて，学習に取り組ませていく。特に，たくさんの情報伝達手段の中から，最も身近であるテレ

ビのコマーシャルを取り上げることで，情報への興味や関心を高めるだけでなく，自分の体験も想起

させることができると考える。さらにはテレビの比較対象として新聞や雑誌なども取り上げ，たくさ

んの情報に囲まれていることに気付かせていきたい。 

                        （本時で行う防災教育の位置付けを明記する） 

７ 指導計画（４時間扱い） 

 本時の問い ○おもな学習活動 ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価の規準 

つ
か
む 

 
①情報に囲ま
れて   
 
わたしたち

は，情報とどの
ようにかかわ
っていったら
いいでしょう
か。 

(1時間)  

 
○生活の中に溢れている情報についてコマ
ーシャルを例に発表し合う。 

○増えてきている広告の苦情について調べ，
情報を活用する方法について話し合い，学習
問題を立てる。 
 
 
 
 
 

 
◆ダイレクトメー
ルの見本や広告
を用意し，学習問
題がつくりやす
いように工夫す
る。 

 
☆<関意態> 
生活の中での情

報の活用に関心を
もち，学習問題をつ
くって意欲的に調
べようとしている。 

 
調
べ
る 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
②情報化とわ
たしたちの生
活 

  
わたしたち

は，生活の中で
どのように情
報を活用して
いるのでしょ
うか。（1時間) 
 

 
○わたしたちの生活になくてはならないも
のになっている携帯電話について調べ，発
表しあう。 

○情報ネットワークを活用した産業の例と
してコンビニエンスストアを取り上げ，資
料をもとに話し合う。 

 
◆身近な所にある
携帯電話やコン
ビニエンススト
アの情報化につ
いて自分の経験
をもとに発表さ
せる。 

 
☆<知理> 
生活に情報を活

用することによっ
て，生活が便利にな
っていることを理
解している。 

 
③受け取る情
報，発信する情
報  

 
情報を活用

するうえでど
のような問題
があるでしょ
うか。 
（1時間) 

 

 
○情報化の進展によって生じている問題点
について資料をもとに調べ，話し合う。 

○わたしたちは，情報を受け取る側だけでな
く発信する側にもなることに気づき，どの
ようなことに気をつけたらよいか考え発
表する。 

 
 
 
 
 

 
◆情報化の進展に
よる問題点に気
付かせることを
通して，情報を発
信する側，受け取
る側二つの立場
の視点に立って
考えをまとめる
ことができるよ
うにする。 

 
☆<技能> 
グラフ等の資料

から，情報化の進展
によって生じてい
る問題点を読み取
っている。 
☆<思判表> 
メディアリテラシ
ーを身につけ責任
ある行動をとるこ
との大切さを表現
している。 

さらに，学習のまとめに新防災教育副読本を使って，災害時の情報手段について考えさせる。東日

本大震災では，情報収集，情報伝達の手段としてメディアの大切さが注目された。ここでは，ＳＮＳ

や災害用伝言ダイヤルなど，災害時の情報入手と活用について理解させたい。また，情報を発信する

側として震災翌日も新聞を発行し続けた河北新報社を紹介する。編集局長の太田さんの話から，情報

を発信する意味を感じ取らせたい。 

〈学習問題〉 わたしたちは，どのようにすれば情報をじょうずに生かすことが

できるでしょうか。 



新防災教育副読本（小学校４・５・６年） 

『第３章４ 災害時の情報手段』を活用した 社会の指導案例 

ま
と
め
る 

 
④災害時の情
報手段  
（１時間） 

※本時（４／４） 

 
○災害時における情報伝達手段を知り,災害
が発生したときに必要な情報とその入手
の仕方を考える。 

 
◆新防災教育副読
本（４・５・６年
用）を資料とし
て，緊急に役立つ
メディアについ
て考えさせる。 

 
☆<思判表> 
災害時に必要な情
報を得るために，普
段から，どんなこと
に備えておけばい
いか考えることが
できる。 

 

９ 本時の指導 

 （１）本時のねらい 

   ○東日本大震災のときの情報についての様子を知り，大きな災害が起こったときに，どのように

情報を得ればいいのか，日常からどんなことに気を付けていけばいいのかを考えることができ

る。 

    

 （２）指導過程 

主な学習活動・内容（○主な発問・児童の反応） ・留意点◎評価 

１ 本時の学習のめあてを確認する。 

Ｔ 今日は災害のときに，どのように情報を得て，活用したらいい

かを学習します。 

２ 災害時の情報について考える。 

 

 

 

・携帯電話がつながらなかったと聞いたことがある。 

 ・停電で，電気が止まったので電話も通じない。 

 ・インターネットもテレビも見られなかった。 

Ｔ 情報がうまく利用されず，人々は困っていたのですね。 

３ 災害時の情報入手手段について調べる。 

 

 

・家族は無事か ・津波は来ないか。 ・ほかの地域はどうなって

いるのか。 ・電気やガスはいつ直るのか 

Ｔ 新防災教育副読本の P26 の①「東日本大震災の発生直後に人々

が求めた情報」を読んでどんなことが，分かりますか。 

  ・家族の無事を確かめたいことが願い。 

  ・電話がつながらなかった。 

  ・情報を伝える手段は，口伝え・張り紙・直接訪ねるなど。 

Ｔ 大きな地震が起こると，「ライフライン」と呼ばれる生活に必要

な施設などが使えなくなります。避難生活で困ったことは，「食料

の調達」「給水」「電気の復旧」「交通」などの情報がなかなか手に

本時で目指す児童の姿 

 

 

 

 

 

 

 

新防災教育副読本のキーワー

ド，情報の入手・活用を確認す

る 

 

 

・事前に家族に取材をさせてお

く方法も考えられる。 

・地震発生直後と時間がたった

あとで考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

大きな災害が起こったと

きに，どのように情報を得

ればいいのか，日常からど

んなことに気を付ければ

いいのかを考えることの

できる児童 

○東日本大震災のときに，情報を得るのに困ったことはありませんで

したか。 

○東日本大震災が起きたとき，おうちの人や避難所ではどんな情報

をほしがっていましたか。 



新防災教育副読本（小学校４・５・６年） 

『第３章４ 災害時の情報手段』を活用した 社会の指導案例 

入らなかったことでした。ライフラインが復旧するまで，２週間 

から１か月程度かかると言われています。 

 

 

   

 

  ・ラジオが一番多い。 

  ・ラジオは，持ち運びできるので，避難所でも聞ける。 

  ・テレビや携帯電話は，電気が復旧してからでないと使えない。 

Ｔ 実際は，どうだったのか，新防災教育副読本 P26②「避難生活

と情報の入手」から見てみましょう。 

  ・ラジオは，持ち運びができ，電池があれば聞ける。  

  ・ＳＮＳを利用する人が増えた。 

  ・災害伝言ダイヤル（１７１）も利用できる。 

 

４ 情報を発信する側の思いを知り，正確な情報を伝える大切さにつ

いて考える。 

 

 

 

・情報を待っている人がいるという思い。 

・情報を途切れることなく伝えたい。 

    

５ 災害時における情報の活用方法を考える。 

 

 

 

  ・家族の無事の確認方法をお互いに確認しておく。 

  ・災害が起こったときの行動を家族で確かめておく。  

・停電に備えて，電池などを備えておく。 

  ・ラジオをいつも使える状態にしておく。 

  ・ＳＮＳや伝言ダイヤルなどの使い方などを確かめておく。 

  ・どんなときに，どんな情報が必要になるか考えておく。 

  ・地域の情報はどこで手に入るか調べておく。 

 

６ 本時の学習を振り返る。 

Ｔ．今日の勉強で考えたことやこれから心がけたいこと等を書きま

しょう。 

 

 

・新防災教育副読本 P26の表を

拡大して黒板に掲示する。 

・避難生活は，自宅の場合と避

難所などの場合があることを

考慮させる。 

・必要に応じて SNS や災害伝言 

ダイヤルについて説明を加え 

る。 

※そのほか，携帯電話各社から

災害伝言板サービスも提供

されている。 

 

・情報を発信する側，情報を受

信する側のそれぞれ立場の思

いや在り方について考えさせ

る。 

・河北新報の様子は，「河北新報

のいちばん長い日 震災下の

地元紙」（文藝春秋 2011）に

紹介されている。 

・発生直後と避難生活での情報 

の入手について考えさせる。 

・場面によっては，自分も情報 

を発信する側になることに気

付かせる。 

◎ 本時の評価 

 

 

 

 

 

 

 

☆<思判表> 

災害時に必要な情報を得

るために，普段から，どん

なことに備えておけばい

いか考えることができる。 

○新防災教育副読本 P26 の「災害に関する情報は主にどこから入手

していましたか？」を示す表から，どんなことが分かるでしょうか。 

○河北新報社の人は，どのような思いで新聞を発行し続けたのでし

ょう。新防災教育副読本 P27「伝え続けるということ」を読んでみ

ましょう。 

○災害時に必要な情報を得るために，普段から，どんなことに備え

ておけばいいでしょうか。ワークシートに書きましょう。 



新防災教育副読本（小学校４・５・６年） 

『第３章４ 災害時の情報手段』を活用した 社会の指導案例 

 

 （３）板書計画 

災害時の情報手段について考えよう 

                              ・ラジオが一番多い 

・家族は無事か                                 ・ラジオは持ち運びできる    

・津波は来ないか。                                                             ・テレビや携帯電話は停電では 

・ほかの地域はどうなっているのか。                                  使えない 

・電気やガスはいつ直るのか 

 

 

              ・災害が起こったときの行動を家族で確かめておく。  

          ・ラジオをいつも使える状態にしておく。 

・どんなときに，どんな情報が必要になるか考えておく。 

 

  

（４）準備物等・ワークシート 

   ・新防災教育副読本（小学校４・５・６年）P26の表を拡大したもの 

   ・新防災教育副読本ワークシート（別紙） 

※東日本大震災時の河北新報の号外の画像などを用意できると更によい。 

       

東日本大震災直後，どんな情報が必要だったか。 新防災教育副

読本 P27の表 

災害時に必要な情報を得るために，普段から，どんなことに備えておけばいいか。 



 

 

５年  組 氏名            

 

１ 東日本大震災の時に，人々が必要とした情報はどのようなものだったのでしょう。 

 

   ＜発生直後＞              ＜時間がたった後＞ 

    

 

 

 

 

 

２ P26「災害に関する情報の入手方法」の表からどんなことが分かりますか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

３ 災害時に必要な情報を得るために，普段からどんなことを備えておけばいいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今日の勉強を振り返って（今日の勉強で考えたことやこれから心がけたいことを書いて

みましょう。 

 

 

 

 

 

小学校 4･5･6年版 第３章 自然災害の正しい知識 

５ 災害時の情報手段 Ｐ26-27 学習シート 社 会 



新防災教育副読本（小学校４・５・６年） 

「第５章２ 人々をつなげる活動」を活用した社会の指導案例  

 

第４学年 社会学習指導案  

 

                              仙台市立南光台東小学校  

                                    斎藤 栄子  

 

１ 単元名 くらしを守る 火事がおきたら（4 年） 実施時期 5 月 

 

２ 単元の目標 

○ 火災や自然災害などからくらしを守る取り組み方を調べ ,人々が安心して生活が送れるよう

にするための関係機関の働きとそこで働く人々の工夫や努力を知る。  

○ 地域社会における災害の防止について，見学したり，調査をしたりし資料活用をしたりして

調べ，人々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事している人々地域の人々の工夫

や努力を考える。  

 

３ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度  思考・判断・表現  資料活用の技能  知識・理解  

地域社会における

火災から人々の安全

を守る工夫や努力に

関心を持ち，見学や

調査活動を通して安

全 を 守 る 体 制 や 施

設，訓練。点検の様子

について意欲的に調

べている。  

地域社会における

火災から人々の安全

を守る工夫や努力に

ついて，学習問題や

予想，学習計画を考

え 表 現 す る と と も

に，防災の仕事に携

わる人々の工夫や努

力について考え，表

現している。  

消 防 署 や 消 防 施

設・設備，地域の人々

の協力の様子につい

て調べたことを具体

的に分かりやすく整

理している。  

 消防署などの関係

機関は地域の人々と

協力して火災の防止

に努めていること，

関係の諸機関が相互

に連携して緊急に対

処している体制をと

っていること，火災

から人々の安全を守

るための関係機関の

働きとそこに従事し

ている人々や地域の

人々の工夫や努力を

理解している。  

 

４ 単元について 

（１）教材について  

本単元は，本単元は，学習指導要領の第５学年の内容   

に基づいたものである。  

関係機関は地域の人々と協力して災害や事故防止に努めていることや関係の諸機関が相互

に連携して，緊急に対処する体制をとっていることを学習の内容としている。東日本大震災と

関連付けて学習を展開させる。  

 

（４）地域社会における災害及び事故の防止について，次のことを見学，調査したり資料

を活用したりして調べ，人々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事している

人々や地域の人々の工夫や努力を考えるようにする。  



（２）指導について  

導入に，東日本大震災での様子を取り上げ，自分たちの安全を守るために，自分たちの市だ     

けではなく多くの地域や関係機関に支援してもらったこと知らせる。  

この学習では，特に，災害の中でも火災を取り上げる。消防署を中心とし，警察署，病院な  

どがそれぞれの施設の整備や点検，訓練，広報活動などに取り組み，火災の予防や発生時に対  

する備えをしていること，及び火災発生の緊急事態において関係諸機関が相互に連絡を取り

合い，消火や救助に当たるなどの対処をしていることを学習する。調べ学習では，消防署の見

学や校内，学区内の消防設備，地域の防災の取組など，身近なことから自分たちを災害から守

る取組について調べ，自分たちにできることを考えさせていく。  

 

〈本時で行う防災教育の位置付け）  

「くらしを守る」仕事にはどんな仕事があるのか，新防災教育副読本を活用して考えさせる。東

日本大震災での活動を通して，自分たちにとって身近な消防，警察などの仕事は自分たちの地域

にだけにとどまらず，日本中とつながっていることを理解させる。  

 

５ 単元の指導計画とおよび評価規準 

時

間  

主な学習内容（活動）  指導上の留意点・支援  評価規準  資料  

１  

本

時  

導入  

・災害や事故によって引き起

こされる様々な事態を想起

させ，安全なくらしを守る

人々の働きについて関心を

高めていく。  

・新防災教育副読本を

使用して，災害が起こっ

たときには，どんな人々

がどんな仕事をしたの

か，考えさせる。  

〈関意態〉東日本大震

災を想起して，どんな

人々が働いたか進ん

で考えようとしてい

る。  

 

新防災

教育副

読本  

写真  

１  学習問題の設定  

・避難訓練の機会を利用し，

消防士や消防車や消防の仕

事について考えさせ，見学の

計画を立てる。  

・避難訓練の機会を活

用して，災害を防ぐ仕事

の中から，消防署の仕事

にについて興味を持た

せる。  

・見学の視点を立て，そ

れに基づいて，疑問カー

ドを作成させる。  

 

 

〈関意態〉消防の仕事

に興味を持ち，疑問カ

ードづくりに取り組

んでいる。  

カード  

２  消防署の見学  

・消防署を見学し，消防自動

車の秘密や仕事の進め方な

どについて見学計画を基に

調べる。  

・疑問カード基に，視点

の中で，特に興味を感じ

たところを重点的に調

べたり，質問したりさせ

る。  

〈技能〉見学の意義を

理解し，カードにした

がってインタビュー

したこと，分かったこ

とをメモしている。  

 

ワーク

シート  

１  火事の現場で働く人  

・火事の現場では，消防士の

ほかにどんな人が働いてい

るのか調べる。  

・様々な人々が消火・救

出活動に協力をしてい

ることに気付かせる。  

〈技能〉資料から火災

現場には消防士以外

にも働く人がいるこ

とや，どんな働きをし

ているか読み取って

 

〈学習問題〉火事から私たちのくらしを守り，また火事を起こさないために，  

 どんな人がどんなはたらきをしているのでしょうか。  



いる。  

１  火事がおきたら  

・119 番に電話をかけると，

どこにつながり，どこに連絡

がいくのかを調べる。  

・119 番通報後，どこに

連絡がいくのか予想さ

せる。  

 

 

〈知理〉関係機関が相

互に連携して火事に

対処する体制をとっ

ていることを理解し

ている。  

 

２  まちの消防しせつを探そう  

・地域で消防施設を調べ，見

つけたことをマップや写真

等を使って伝え合い，消火栓

の配置の工夫などを考える。 

・地域を手分けして，消

火栓や消化器，消防団の

倉庫などがどこにある

か調べ，一つのマップに

まとめさせる。  

〈思判表〉消防施設の

配備の工夫について

考え，安全を守るため

に計画的に配備され

ていることを表現し

ている。  

写真  

マップ  

 

１  地いきの協力  

・消防団や地域の人々の取組

にはどのようなものがある

か調べる。  

 

・消防団で活躍してい

る人に目を向けさせた

り，自分にできることを

考えさせたりする。  

〈関意態〉地域の安全

を守る諸活動が地域

の人々や地域社会相

互の協力によって進

められていることに

気付いている。  

消防団

の資料  

 

６ 本時の指導 

（１）本時の目標  

  ○ 東日本大震災が発生したときの様々な支援について知り，安全なくらしを守る人々の

働きについて関心を高める。  

  

（２）本時の指導にあたって  

  ○ 東日本大震災が発生したあと，様々な人々が被災地のために働いたことを理解させ，ど

んな仕事内容だったのか考えさせたい。  

  ○ 様々な地域や関係機関が自分たちのくらしを守っていることを理解させ，震災以外で

もどのような人々が，自分たちの生活を守っているか単元を通してのめあてを持たせる。 

  

（３）指導過程  

主な学習活動・内容（○主な発問・児童の反応）  ・留意点  

１ 本時の学習のめあてを確認する。  

○   今日は，東日本大震災では，どんな人々が支援して

くれたかを学習します。  

 

 

２ 新防災教育副読本５０ページの写真を見て，どんな

人々がどんな活動をしていたか考える。  

【どんな人々】 

・警察・ 消防 ・消防 ・自衛隊 ・行政  

・地域の人々  

【どんな活動】  

 ・避難誘導  ・救助活動  ・避難所運営  

 ・ライフラインの復旧（ガス・水道・電気）  

 

 

 

 

 

・救命，救助，復旧，復興，支援

等様々な取組を行っていることに

着目させる。 

※次時の学習につなげるために，

消防の活動について，写真や補助

資料などで紹介することも考え

られる。  

 

東日本大震災が発生したとき，どんな人々がどんな活動をしていたのでしょうか。  



 

３ 相互支援協定や日本赤十字の活動について知る。  

○  全国から支援に来てくれたのはどうしてでしょ

うか。  

・仙台の人だけでは足りないから。  

・たくさんの応援があったほうが早く工事ができるか

ら。  

・前に仙台の人に助けてもらったから。  

 

○ どこから，どんな支援に来てくれたか確かめてみ

ましょう。  

・北海道から九州までたくさんの都市がある。  

・阪神大震災のあった神戸からも来てくれている。  

・医療や必要な物資の援助をしてくれた。  

 

 

○ 新防災教育副読本５１ページの日本赤十字社，Ｊ

ＲＣ（青少年赤十字活動）の活動について確かめて

みましょう。  

 ・医療支援や救援物資を届けてくれた。  

 ・青少年赤十字のメンバーも支援活動をしていた。  

 

４  単元のめあてを立てる。  

○  今日，学習した地震以外で，私たちの周りには安全

でないことは，どんなことがあるでしょうか。  

・交通事故 

・火事  

・台風  

・大雨  

・土砂崩れ 

 

○  今日の学習を振り返って，わたしたちのくらしを守

ってくれる仕事は，どんなものがあるのかを調べてみ

たいことを書いてみましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「20 大都市災害時相互応援に関

する協定」に加入している各

都市を紹介する。   

※相互支援（応援）協定とは,

広域的な災害対策を効率的に展

開することを目的としている。 

 

・新防災教育副読本の５１ページ

を見て，日本赤十字社やＪＲＣの

活動ついて知るとともに，スタッ

フの思いについても考えさせる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地震以外でもわたしたちの生活

を守ってくれていることに気付

かせ，その仕事について調べてみ

たいという意欲を持たせる。  

 

 

 

 

 

 

震災以外でも，わたしたちのくらしを守るために，まちではどこでどのような人たち

働いているのでしょうか。  



 

  

 小学校 4・5・6 年版 第５章 心を一つに 

                         

  

 

                    年  組 名前         
 

◎ 震災が発生したときに，いろいろな人たちが，たくさんの救助活動や支援活動 

 を行いました。どのような取り組みが行われていたのかをふり返り，自分たちに 

 もどんな取り組みができるかを考えてみましょう。 

 

 

 ○震災が発生したとき，下の機関や団体が、どのような活動を行っていましたか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

                       

○わたしたちのくらしを守ってくれる仕事には

どんなものがあるか，調べてみたいことを書い

てみよう。 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

2 人々をつなげる活動 Ｐ50-51 学習シート 

仙台市、水道局、ガス局、交通局 

警察・消防署 

自衛隊 

その他の団体・ＮＰＯなど 



新聞記事の効果的活用 

 学校名  七郷小学校      氏名  亀崎 英治   

 小 学校 ４・５・６ 年版   単元名  復興へ今を力強く  Ｐ １２～１３   

                 教科・領域名 ６年・総合的な学習の時間   時間 ４５分  

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

１ 震災で発生した課題を話し合う。 

震災によってどんな問題が出てきましたか。 

・津波によるがれきを処理しなければならない。 

・家を失った人たちは，今も仮設住宅に暮らしている。 

・塩害，放射能の汚染問題，風評被害など 

・４年総合ではなく，第２章３「未来へつなぐ」

とセットの教材として６年総合で扱った。 

・地震と津波によってどんな被害が生じ，今も

続いているかを考えさせた。 

２ 復興に向けた仙台市の取組を知る。 

復興に向けて仙台市はどんな取組をしているのでしょ

うか。 

（１）震災がれきの処理 

・がれき置き場と焼却場を建設して処理を進めた。 

・がれきの処理が予定よりもはやく終わった。 

・がれきの多くがリサイクルされる。 

（２）住まいの確保と移転 

・避難所生活から応急仮設住宅（プレハブ・借り上げ）

での生活になった。今も続いている。 

・復興公営住宅や集団移転住宅の建設が始まった。 

・仮設住宅に住む人たちの声を聞きながら進めている。 

・副読本を読んだ後，新聞記事や写真を補助資料

として提示して今の状況を把握させた。 

（１）仙台市のがれき処理完了の新聞記事 

（２）復興公営住宅の写真 

（３）移転対象区域図（仙台市復興事業局資料） 

 

仙台市荒井の復興公営住宅 
 

３ 被災者の願いを生かした町づくりを考える。 

仮設住宅の人たちは，どんな願いを持っているのでし

ょうか。 

・早く仮設住宅から出て，元の生活を取り戻したい。 

・以前の場所に戻りたいけれど，移転対象地区になって

いて，家を建てることができなくなってしまった。 

・親しい人たちとともに，同じところに移転したい。 

・いろいろと免除されるが，それでもお金がかかってし

まう。 

   

河北新報データベースを活用し，新聞記事を補助資料と

して使用した。 

・仮設住民の方々が製作した「復興かえる」を

提示して，ふるさとの再建に向けて歩み出し

た人たちの思いを想像させた。 

・副読本を読んだ後，新聞記事を補助資料として

提示した。 

（４）集団移転の意向調査の新聞記事 

（５）被災者の声の新聞記事 

・被災者の声を聞き入れながら復興公営住宅等

の建設が進められている一方で，移転場所や

資金などの課題もあることに気付かせるよ

うにした。 

・「自分たちのこれからの生活のあり方」の代

わりに，「被災者の思いを取り入れた町づく

りの必要性」を確認した。 

 



全校集会と結び付けた取組 

 学校名 茂庭台小学校    氏名  佐竹 朋子    
  小 学校  ４・５・６  年版   
単元名   第２章 ４ 立ち上がれ！ぼくらの復興プロジェクト Ｐ１６～17  

第４章 ３ 災害に備える Ｐ３４～３５  
第４章 ４ 家族防災会議を開こう Ｐ３６～３７   

教科・領域名  学級活動・児童会活動  時間９０分  

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

【ねらい】 

・東日本大震災当時のことを振り返り，自助・共助の

大切さを理解させる。 

・災害時に家族や地域のためにできることを考えさせ

る。 

１ 全校集会「3.11 から未来へ ＩＮ茂庭台 ～災害時

に自分たちにできること～」の目的を知る。 

２ 復興プロジェクトの意義について確認する。 

  私たちが取り組んでいる復興プロジェクトは， 

何のために行っているのだろう。 

 ・被害にあった人に，少しでも明るい気持ちになっ

てほしいから。 

・地域を元気にするため。 

３ 家庭でできることについて考える。 

 家庭で自分ができることを考えてみよう。 

 ・非常用持出しぶくろの消費期限の確認。 

 ・避難場所の確認。 

４ 地域のためにできることについて考える。 

 地域のため，他の人のためにできることはないか，

考えてみよう。 

 ・避難所での小さい子どものお世話。大人は忙しい

ので，一緒に遊んであげる。 

 ・給水車など，並んで受け取ることが多いので，お

年寄りは大変。代わりに受け取って届ける。 

 ・中学生は，避難所のトイレの水をプールから運ん

でいた。自分にもできそうだ。 

 ・子供会の仲間と相談して，子どもでもできる仕事

を分担する。そのまとめ役を高学年が引き受け

る。 

・自校の活動だけでなく，副読本Ｐ１７のよう

な活動の紹介や，代表児童が参加した復興プ

ロジェクトについての紹介を行った。 

・非常用持出し袋についての話題が出たので，

その中身についてグループごとに話合いを

行い，発表した。 

・各家庭の常備品についても，種類や保管方法

などを紹介し合った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クラスで話し合ったことを，児童主体の全校

集会の中で発表した。集会には，地域の方（学

校関係者評価委員）や保護者の方にも参加し

ていただき，提案についての意見，要望，期

待などを盛り込んだ内容のお話をしていた

だいた。 

【９月１１日（水）「防災を考える日」の予定】 

 朝  ごみ広い活動，あいさつ運動 

１校時 ４～６年 学活 ビデオ視聴他 

※「地震 あなたにできること」20分 
   （ビデオはメディアテークから借用）     

２校時 ４～６年 道徳 「命に関すること」 

３校時 休憩時避難訓練（予告なし） 

４校時 全校集会 児童会活動 

    「災害時に自分たちにできること」 

【４年児童作文】「災害時から学んだこと」 

東日本大震災から 2 つ学んだことがあり

ます。１つ目は助け合いです。電気や水やガ

スが使えなくなりました。学校に給水車が来

たとき，前の人たちが僕を見て水をもらう量

を減らしていました。僕にたくさん水をくれ

たのがうれしかったです。2 つ目は，思いや

りです。震災の日の夜に外で声をかけてく

れ，とてもうれしく励まされました。次は僕

が励ますことができるようにしたいと思い

ます。  

 



全校集会と結び付けた取組 

 



DVDの効果的な活用 

学校名  東二番丁小学校           氏名    戸村   隆   

 小学校  ４・５・６ 年版          単元名    いろいろな自然災害   Ｐ２４～２５ 

教科・領域名    理科        時間４５分   

主な学習活動（実際に行った活動・児童の反応）          指導の実際 

ねらい 

地震や津波以外のいろいろな自然災害の特徴を学

び，それぞれの災害に遭遇したときの的確な判断や行

動の仕方について考える。 

１ 学習課題を知る。 

 

 

 

・台風 ・大雨（集中豪雨） ・雷 ・火山の噴火  

・洪水 ・竜巻 ・土砂崩れ・増水 ・雹（ひょう） 

２ それぞれの災害の特徴や被害ついて知る。 

 

 

 

・風が吹いて家を吹き飛ばす。・大雨が降り，洪水にな

る。・土砂崩れが起きて，家がつぶされる。 

 

 

 

・絶対に外に出ない。・避難方法や準備物を確認す

る。 ・ニュースを聞く。・家を頑丈にする。 

 

 

 

・雷は落雷。木や家に落ちることもある。・感電してし

まう。 

・竜巻は家を吹き飛ばす。・屋根を吹き飛ばす。・風の

力でいろいろなものを持っていく。 

 

 

 

・雷のときには木に近づかない。低い姿勢になる。 

・竜巻は頑丈な家に避難する。窓ガラスのそばに近づ

かない。 

３ 対策をまとめる。 

 

 

 

・外に出ない。・ニュースをしっかり聞く。・避難の準

備をしておく。・頑丈な家にいる。 

（準備物）パソコン・気象庁編ＤＶＤ・ワークシート・

新防災副読本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※副読本Ｐ２４ページを見せた。併せて 5年の教科

書も資料として見せた。2つの資料から台風や豪雨

にイメージを持つには有効であった。先の台風 18

号のニュースで見た児童もいたので，真剣に話合い

がなされた。 

※ワークシートに書かせる。 

※雲の状態を確かめるために気象庁のＤＶＤ「急な大

雨・雷・竜巻から身を守ろう」にある「積乱雲」を視聴

させた。 

 

 

 

 

 

 

※副読本Ｐ２５を見せた。併せて竜巻の状況を知ら

せるために気象庁DVDの「資料映像：竜巻」も見

せた。児童は迫力ある映像に圧倒されていた。 

※気象庁ＤＶＤ「これなら安心！解説編」のビデオを

視聴し，災害の対応策を考えさせワークシートに

まとめさせた。映像は具体的で分かりやすかった。 

 

※自分の身を守るための「資料」として副読本の 

Ｐ３２～３３も活用可能。（反省点） 

 

 

※他にも出された意見・・・「必ずテレビやラジオを

聴く。」「家の中の安全な場所を探す。」 

 

地震や津波以外の自然災害にはどんなもの

があるでしょうか。 

みんなが出してくれた災害の中で，台風と集

中豪雨はどんな被害をもたらすでしょうか。 

台風と集中豪雨になったらどんなことに気を

付けたらいいでしょうか。 

他の２つの災害で雷や竜巻はどんな被害をも

たらすでしょうか。 

雷と竜巻にあったらどんなことに気を付けた

らいいでしょうか。 

 

4 つの災害で共通してみんなができることは

どんなことでしょうか。 

 

積乱雲のでき方 

気象庁ＤＶＤから 



DVD・HPの映像の効果的活用 

 学校名   黒松小学校    氏名  村瀬 純子     

 小学校４・５・６年版     単元名 地震を乗りこえようとした先人の知恵 Ｐ４６～４７   

                教科・領域名  総合  時間４５分  

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

 

【ねらい】 

歴史的な遺産や地名などから，地震を乗り越えよう

とした先人の知恵や願いに気付かせる。 

 

１ 宮城県が何度も大きな地震の被害にあってきた

ことを知る。 

・防災教材「勇気を持って」（P24～25）から日本列

島では世界の地震の約 10％が発生していること， 

副読本（P62～63）の年表から江戸時代以降宮城

県で１８回 M７以上の地震が起きていることに

気付く。 

    むかしの人々が地震を乗りこえようとした 

   知恵や被害の大きさを後の世に伝えようと 

したメッセージを見つけよう。 

 

２ 度重なる地震と戦ってきた仙台城の石垣につい

て考える。 

（１）古い石垣が残っていた理由を考える。 

   どうして古い石垣が残っていたのだろう。 

・今までの石垣の上に新しい石垣を作ればさらに頑

丈になるから。 

・古い石も再利用することでより強い石垣になる。 

（２）副読本の P46 を読み、東日本大震災による仙

台城の被害について知る。 

 

３ 地震を乗り越えようとした先人の知恵を考える。 

（１）蛸薬師の名前の由来について知る。 

（副読本 P47） 

 ※浪分神社の資料（副読本 中学校 P33）の活用 

（２）年表から「言い伝え」をさがす。（副読本 P62-63） 

（３）先人たちの思いを考える。 

 

どうしてこのようなメッセージを残した 

のか先人たちの思いを考えてみよう。 

 

４ これからの学習について話し合う。 

 ・過去に仙台地方で起こった災害の様子を伝えるも

のをもっと調べたい。 

 ・わたしたちも東日本大震災のことを未来に向けて

どのようにメッセージを残していきたいか考え

たい。 

【準備物】副読本・PC・テレビ・防災教材「勇

気を持って」（読売テレビ放送制作）・仙台城

の石垣の写真(現在・内部・被災時) 

 

○現在の石垣の写真を見せ，内部がどうなって

いると思うか考えさせた。過去の地震で何度

も崩れていることを副読本 P62～63 の年表

でつかませ，どのように乗り越えてきたのか

メッセージが残されていることを伝えた。 

○仙台市教育委員会文化財課のHPの映像をテ

レビ画面で見せ，内部に古い石垣が残ってい

ることを確かめた。 

【先人たちの思い】（児童の考え） 

・もう二度と誰も犠牲にならないようにここま

で津波がきたことが分かるように後世の人

たちに伝えたくて地名を付けたのだと思う。 

・未来の人々の被害を少しでも減らし，安全で

安心な生活をしてほしいという願いが込め

られていると思う。 

・繰り返し地震がやってくることは避けられな

い。だからこそ被害を少なくしていく努力を

しながら，一日一日を大切に生きてほしいと

いうことを伝えたかったのだと思う。 

○先人の思いを受け取り，自分たちも未来に向

けてやれることがないか考えさせた。  



補助資料の工夫 

 学校名   長町小学校   氏名  中田 直子    

 小学校 ４・５・６年版   単元名  取り組もう！ボランティア活動  Ｐ 52～53   

               教科・領域名   総合的な学習の時間  時間 45 分 

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 

１ 震災時の事をふり返る。 

  ・自分の体験をふり返る。 

  ・地域のお年寄りの話を聞く。 

 

２ 仙台市の震災時のボランティア活動について理解する。 

 

 

 

・副読本ｐ52紫色の部分を読む。 

 〈参加した人〉    被災した人，他県の人 

 〈参加した人の思い〉 人々の役に立てれば 

           土曜，日曜，休日 

           食料や寝る場所など全て準備 

 〈活動した内容〉   がれきの処理 

  ・ボランティアの活動例の表や写真を見る。 

 

３ ボランティアに参加した人の思いについて知り，ボ

ランティア活動を行う際どんなことに気を付けなけ

ればいけないか考える。  

  ・VTR１を視聴する。（学生ボランティアの体験談） 

 

 

・ワークシートに自分の考えを書く。 

 

４ 私たちにできるボランティア活動について考える。 

  ・震災時の事を振り返り，助けてもらったり，誰か

のお手伝いをしたりした体験を発表する。 

 

 

 

・ワークシートに自分の考えを書く。 

 

５ 本時の学習を振り返る。 

・学習してよかったことや感想などをワークシートに書く。 

教師の思い 

ボランティア活動は特別な人が行うものではなく，

身近な人に対して自分にできることから始めること

の大切さを捉えさせ，実践意欲を喚起したい。 

指導のポイント 

①総合で福祉について学習した後で行った。 

②児童の体験をできるだけ取り入れた。 

事前にアンケートを行い，それをもとに発表させた。 

③補助資料の工夫を行った。 

 １．地域のお年寄りの体験談 

   震災の時に困ったことや近所の人に助けられ

たことなどについて，話してもらったことをま

とめて，教師が話して聞かせた。 

 ２．ボランティアの活動例の表と写真 

   児童にもできそうなものを特に取り上げた。 

 ３．高校生ボランティアの体験談 VTR 

   失敗談やそこから学んだこと，人の役に立つ喜

びなどについて話してもらった。 

④ワークシートの改善を行った。 

 学習活動４で自分にできるボランティア活動

について考える際，活動場所を指定して（避難

所・近所・地域）考えさせ，その活動をしたい

と思った理由も書かせた。 

 

◎仙台市の震災時のボランティア活動につい

て，副読本を読んで初めて知ったことや心に

残ったことを発表しましょう。 

◎ボランティア活動を行う時，どんなことに気を付

けなければいけないか考えてみましょう。 

◎同じような災害が起こった時，あなたはどん

なボランティア活動ができると思いますか。

考えてみましょう。 

児童の記述から 

避難所 小さい子に絵本の読み聞かせをする。 

    少しでも楽しい気持ちにさせたいから。 

近所 お年寄りの方に元気にあいさつし，困ってい

ることがあったら家に行って手伝う。 

   お年寄りの方は足が悪かったりして大変だ

から手伝ってあげたい。 

地域 みんなで集まって交流会をする。 

   災害でなくなってしまった笑顔を取り戻し

て，明るい地域に戻したいから。 


